
(57)【要約】

【課題】　ネットワークを経由するなどして、外部から

ソフトウェアをダウンロード等することによって入力す

ることが可能な情報処理装置において、ダウンロード対

象外のソフトウェアの動作への影響を考慮して装置やネ

ットワークに過度の負担を掛けることなく、ソフトウェ

アをダウンロードすることなどが可能な情報処理装置を

提供することを課題とする。

【解決手段】　外部からソフトウェアを入力して動作さ

せることが可能な情報処理装置において、省電力機能を

提供し省電力関連の処理を制御するための省電力制御手

段と、ソフトウェアの入力関連処理を制御し、省電力状

態に移行するときにソフトウェア入力関連処理を開始す

るためのソフトウェア制御手段と、を備えるように構成

して課題を解決した。

【選択図】　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
外 部 か ら ソ フ ト ウ ェ ア を 入 力 し て 動 作 さ せ る こ と が 可 能 な 情 報 処 理 装 置 に お い て 、
　 省 電 力 機 能 を 提 供 し 省 電 力 関 連 の 処 理 を 制 御 す る た め の 省 電 力 制 御 手 段 と 、
　 ソ フ ト ウ ェ ア の 入 力 関 連 処 理 を 制 御 し 、 省 電 力 状 態 に 移 行 す る と き に ソ フ ト ウ ェ ア 入 力
関 連 処 理 を 開 始 す る た め の ソ フ ト ウ ェ ア 制 御 手 段 と 、
を 備 え る こ と を 特 徴 と す る 情 報 処 理 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
請 求 項 １ に 記 載 の 情 報 処 理 装 置 に お い て 、
前 記 ソ フ ト ウ ェ ア 制 御 手 段 は 、 前 記 ソ フ ト ウ ェ ア 入 力 関 連 処 理 と し て 、 外 部 か ら 前 記 ソ フ
ト ウ ェ ア の ダ ウ ン ロ ー ド ま た は イ ン ス ト ー ル を 、 省 電 力 状 態 に 移 行 す る と き に 開 始 す る こ
と を 特 徴 と す る 情 報 処 理 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
請 求 項 １ に 記 載 の 情 報 処 理 装 置 に お い て 、
　 前 記 ソ フ ト ウ ェ ア 制 御 手 段 は 、 入 力 対 象 と な る 前 記 ソ フ ト ウ ェ ア に 関 す る ソ フ ト ウ ェ ア
情 報 を 取 得 す る 処 理 を 、 省 電 力 状 態 に 移 行 す る と き に 開 始 す る こ と を 特 徴 と す る 情 報 処 理
装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
請 求 項 ２ に 記 載 の 情 報 処 理 装 置 に お い て 、
　 前 記 ソ フ ト ウ ェ ア 制 御 手 段 は 、 省 電 力 状 態 か ら の 復 帰 時 に 、 イ ン ス ト ー ル し た 前 記 ソ フ
ト ウ ェ ア の 起 動 処 理 を 実 行 す る こ と を 特 徴 と す る 情 報 処 理 装 置 。
【 請 求 項 ５ 】
請 求 項 １ 乃 至 ３ の い ず れ か に 記 載 の 情 報 処 理 装 置 に お い て 、
　 前 記 ソ フ ト ウ ェ ア は 、 既 に 装 置 に イ ン ス ト ー ル さ れ た ソ フ ト ウ ェ ア を 更 新 す る た め の も
の で あ る
こ と を 特 徴 と す る 情 報 処 理 装 置 。
【 請 求 項 ６ 】
情 報 処 理 装 置 に お い て 外 部 装 置 か ら ソ フ ト ウ ェ ア を 入 力 す る 方 法 で あ っ て 、
　 省 電 力 状 態 の 移 行 を 検 出 す る ス テ ッ プ と 、
　 省 電 力 状 態 の 移 行 時 に ソ フ ト ウ ェ ア 入 力 関 連 処 理 を 行 う ス テ ッ プ と 、
を 備 え る こ と を 特 徴 と す る ソ フ ト ウ ェ ア の 入 力 方 法 。
【 請 求 項 ７ 】
情 報 処 理 装 置 を コ ン ピ ュ ー タ と し て 機 能 さ せ る プ ロ グ ラ ム で あ っ て 、
　 省 電 力 機 能 を 提 供 し 省 電 力 関 連 の 処 理 を 制 御 す る た め の 省 電 制 御 手 段 、
　 省 電 力 状 態 に 移 行 す る と き に ソ フ ト ウ ェ ア を 入 力 す る 処 理 を 開 始 す る ソ フ ト ウ ェ ア 入 力
制 御 手 段 、
と し て コ ン ピ ュ ー タ を 機 能 さ せ る プ ロ グ ラ ム 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 こ の 発 明 は 、 一 般 的 な ク ラ イ ア ン ト パ ー ソ ナ ル コ ン ピ ュ ー タ （ Ｐ Ｃ ） や サ ー バ 装 置 、 あ
る い は ネ ッ ト ワ ー ク 機 能 を 搭 載 し た 複 写 機 や プ リ ン タ な ど の 機 能 を 兼 ね 備 え た 複 合 機 、 更
に は ネ ッ ト ワ ー ク ス キ ャ ナ 装 置 な ど の 情 報 処 理 装 置 に 関 し 、 特 に ネ ッ ト ワ ー ク を 経 由 す る
な ど し て 、 外 部 か ら ソ フ ト ウ ェ ア を ダ ウ ン ロ ー ド 等 し て 入 力 し 、 当 該 ソ フ ト ウ ェ ア を 動 作
さ せ る こ と が 可 能 な 情 報 処 理 装 置 に 関 す る も の で あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ ０ － ２ ５ ９ ５ １ ９ 号 公 報
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 近 年 、 上 記 パ ー ソ ナ ル コ ン ピ ュ ー タ （ Ｐ Ｃ ） に 代 表 さ れ る よ う に 、 文 字 情 報 や 図 形 情 報
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な ど を 自 由 に 処 理 す る こ と が 可 能 な 情 報 処 理 装 置 に お い て は 、 予 め ハ ー ド デ ィ ス ク な ど の
記 憶 手 段 に 記 憶 さ れ た ソ フ ト ウ ェ ア 以 外 に 、 ソ フ ト ウ ェ ア を 提 供 す る ソ フ ト ウ ェ ア メ ー カ
ー や 、 シ ェ ア ウ エ ア な ど で ソ フ ト ウ ェ ア を 提 供 す る 個 人 の 開 発 者 な ど が 開 設 す る イ ン タ ー
ネ ッ ト 上 の サ イ ト な ど か ら 、 ネ ッ ト ワ ー ク を 経 由 し て ソ フ ト ウ ェ ア を 購 入 し 、 当 該 購 入 し
た ソ フ ト ウ ェ ア を ネ ッ ト ワ ー ク を 経 由 し て ダ ウ ン ロ ー ド し 、 パ ー ソ ナ ル コ ン ピ ュ ー タ （ Ｐ
Ｃ ） に イ ン ス ト ー ル し て 使 用 す る こ と が 可 能 と な っ て き て い る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 ま た 、 最 近 で は 、 パ ー ソ ナ ル コ ン ピ ュ ー タ （ Ｐ Ｃ ） に 限 ら ず 、 ネ ッ ト ワ ー ク 機 能 を 搭 載
し た 複 合 機 や ネ ッ ト ワ ー ク ス キ ャ ナ 装 置 な ど 、 文 字 情 報 や 図 形 情 報 な ど を コ ピ ー 乃 至 プ リ
ン ト し た り 、 読 取 っ て 希 望 す る 相 手 に 送 信 し た り す る 情 報 処 理 装 置 に お い て も 、 イ ン タ ー
ネ ッ ト に 接 続 す る 機 能 な ど ネ ッ ト ワ ー ク 接 続 機 能 が 搭 載 さ れ て き て い る 。 そ し て 、 こ れ ら
の ネ ッ ト ワ ー ク 機 能 を 搭 載 し た 複 合 機 や ネ ッ ト ワ ー ク ス キ ャ ナ 装 置 な ど の 情 報 処 理 装 置 に
お い て も 、 パ ー ソ ナ ル コ ン ピ ュ ー タ （ Ｐ Ｃ ） な ど と 同 様 に 、 ネ ッ ト ワ ー ク を 経 由 し て ソ フ
ト ウ ェ ア を ダ ウ ン ロ ー ド し 、 当 該 ネ ッ ト ワ ー ク 機 能 を 搭 載 し た 複 合 機 や ネ ッ ト ワ ー ク ス キ
ャ ナ 装 置 に イ ン ス ト ー ル す る こ と が 、 技 術 的 な 複 雑 さ は 伴 う か も し れ な い が 、 可 能 と な っ
て き て い る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 こ の よ う に 、 ソ フ ト ウ ェ ア を ダ ウ ン ロ ー ド 元 の サ ー バ 装 置 か ら ネ ッ ト ワ ー ク を 介 し て 、
パ ー ソ ナ ル コ ン ピ ュ ー タ （ Ｐ Ｃ ） や プ リ ン タ 、 あ る い は 複 合 機 等 の 端 末 装 置 に ダ ウ ン ロ ー
ド し 、 当 該 端 末 装 置 に イ ン ス ト ー ル す る 技 術 と し て は 、 例 え ば 、 特 開 ２ ０ ０ ０ － ２ ５ ９ ５
１ ９ 号 公 報 に 開 示 さ れ て い る も の が 既 に 提 案 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 こ の 特 開 ２ ０ ０ ０ － ２ ５ ９ ５ １ ９ 号 公 報 に 係 る ネ ッ ト ワ ー ク シ ス テ ム は 、 配 布 さ れ た １
つ 以 上 の ソ フ ト ウ ェ ア を 記 憶 し 、 こ れ ら の ソ フ ト ウ ェ ア に 基 づ き 、 指 定 さ れ た 処 理 を 実 行
す る 複 数 の 端 末 装 置 と 、 ネ ッ ト ワ ー ク を 介 し て 前 記 各 端 末 装 置 に 記 憶 さ れ て い る ソ フ ト ウ
ェ ア の 更 新 処 理 を 行 う ソ フ ト ウ ェ ア 配 布 装 置 と を 有 す る ネ ッ ト ワ ー ク シ ス テ ム に お い て 、
前 記 ソ フ ト ウ ェ ア 配 布 装 置 は 、 前 記 各 端 末 装 置 に 配 布 済 み の 各 ソ フ ト ウ ェ ア の い ず れ か を
更 新 し た と き 、 ソ フ ト ウ ェ ア 更 新 情 報 を 生 成 し て 前 記 各 端 末 装 置 に 供 給 す る ソ フ ト ウ ェ ア
更 新 情 報 送 信 部 と 、 前 記 各 端 末 装 置 か ら ダ ウ ン ロ ー ド 要 求 が 出 さ れ た と き 、 こ の ダ ウ ン ロ
ー ド 要 求 を 出 し た 端 末 装 置 に 対 し 、 前 記 ダ ウ ン ロ ー ド 要 求 で 指 定 さ れ た 更 新 済 み の ソ フ ト
ウ ェ ア を 配 布 す る ソ フ ト ウ ェ ア 配 布 部 と 、 を 備 え 、 前 記 各 端 末 装 置 は 、 前 記 ソ フ ト ウ ェ ア
配 布 装 置 か ら 前 記 ソ フ ト ウ ェ ア 更 新 情 報 が 供 給 さ れ た と き 、 こ の ソ フ ト ウ ェ ア 更 新 情 報 の
内 容 を 解 析 し 、 更 新 対 象 に 指 定 さ れ た ソ フ ト ウ ェ ア を 特 定 す る 更 新 対 象 判 定 部 と 、 こ の 更
新 対 象 判 定 部 に よ っ て 、 更 新 対 象 と 判 定 さ れ た ソ フ ト ウ ェ ア が 使 用 中 か ど う か を 判 定 し 、
当 該 ソ フ ト ウ ェ ア が 使 用 さ れ て い な い と き に は 、 ダ ウ ン ロ ー ド 要 求 を 前 記 ソ フ ト ウ ェ ア 配
布 装 置 に 出 力 す る 一 方 、 こ れ に 応 答 し た 前 記 ソ フ ト ウ ェ ア 配 布 装 置 か ら 当 該 更 新 済 み の ソ
フ ト ウ ェ ア を ダ ウ ン ロ ー ド す る ダ ウ ン ロ ー ド 部 と 、 を 備 え る よ う に 構 成 し た も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 上 記 特 開 ２ ０ ０ ０ － ２ ５ ９ ５ １ ９ 号 公 報 に 係 る ネ ッ ト ワ ー ク シ ス テ ム に よ れ ば 、 ユ ー ザ
が 使 用 す る 端 末 装 置 側 で ダ ウ ン ロ ー ド 操 作 を す る こ と な く 、 し か も ネ ッ ト ワ ー ク に 負 担 を
か け る こ と な く 、 サ ー バ 装 置 か ら 更 新 済 み の ソ フ ト ウ ェ ア を 端 末 装 置 に 配 布 し て 、 遅 延 す
る こ と な く ダ ウ ン ロ ー ド す る こ と が 可 能 に な る と し て い る 。
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 し か し 、 上 記 従 来 技 術 の 場 合 に は 、 次 の よ う な 問 題 点 を 有 し て い る 。 す な わ ち 、 上 記 特
開 ２ ０ ０ ０ － ２ ５ ９ ５ １ ９ 号 公 報 に 係 る ネ ッ ト ワ ー ク シ ス テ ム の 場 合 に は 、 ソ フ ト ウ ェ ア
配 布 装 置 か ら ソ フ ト ウ ェ ア 更 新 情 報 を 端 末 装 置 に 対 し て 提 供 し 、 当 該 端 末 装 置 か ら ダ ウ ン
ロ ー ド 要 求 が 出 さ れ る と 、 更 新 対 象 と 判 定 さ れ た ソ フ ト ウ ェ ア が 使 用 さ れ て い な い と き に
、 ソ フ ト ウ ェ ア 配 布 装 置 か ら 更 新 済 み の ソ フ ト ウ ェ ア を 端 末 装 置 に ダ ウ ン ロ ー ド す る よ う
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に 構 成 さ れ て お り 、 こ の 更 新 済 み の ソ フ ト ウ ェ ア を ダ ウ ン ロ ー ド す る タ イ ミ ン グ は 、 ソ フ
ト ウ ェ ア 配 布 装 置 に よ っ て 決 定 さ れ て お り 、 ソ フ ト ウ ェ ア を ダ ウ ン ロ ー ド す る 端 末 装 置 側
の 負 荷 が ま っ た く 考 慮 さ れ て い な い と い う 問 題 点 を 有 し て い る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 更 に 説 明 す る と 、 上 記 特 開 ２ ０ ０ ０ － ２ ５ ９ ５ １ ９ 号 公 報 に 係 る ネ ッ ト ワ ー ク シ ス テ ム
の 場 合 に は 、 端 末 装 置 で ダ ウ ン ロ ー ド 対 象 の ソ フ ト ウ ェ ア が 使 用 中 で あ る と 、 当 該 ソ フ ト
ウ ェ ア の 使 用 が 終 了 す る ま で 待 つ よ う に 構 成 さ れ て い る 。 し か し 、 上 記 端 末 装 置 で は 、 更
新 済 み の ソ フ ト ウ ェ ア が 使 用 中 で な い 、 あ る い は 使 用 が 終 了 し た と し て も 、 他 の 処 理 が 行
わ れ て い る 可 能 性 が あ り 、 直 ち に 更 新 済 み ソ フ ト ウ ェ ア の ダ ウ ン ロ ー ド 処 理 を 実 行 す る と
、 当 該 端 末 装 置 に 過 度 の 負 荷 を 掛 け る こ と に な り 、 ダ ウ ン ロ ー ド 対 象 外 の 他 の ソ フ ト ウ ェ
ア の 動 作 に 支 障 を 来 た す 虞 れ が あ る と い う 問 題 点 を 有 し て い る 。 特 に 、 端 末 装 置 が プ リ ン
タ や 複 写 機 な ど の 機 能 を 兼 ね 備 え た 複 合 機 等 の よ う に 、 ソ フ ト ウ ェ ア に 基 づ く 処 理 に リ ア
ル タ イ ム 性 が 要 求 さ れ る 装 置 の 場 合 に は 、 ネ ッ ト ワ ー ク を 経 由 し た 送 受 信 で 発 生 す る 割 込
処 理 に 基 づ く 負 荷 や 、 ソ フ ト ウ ェ ア の ダ ウ ン ロ ー ド 及 び イ ン ス ト ー ル に 伴 う 再 起 動 処 理 に
よ る Ｃ Ｐ Ｕ の 負 荷 な ど 、 ダ ウ ン ロ ー ド 関 連 処 理 に 起 因 す る 負 荷 が 他 の ソ フ ト ウ ェ ア の 処 理
に 悪 影 響 を 及 ぼ す 虞 れ が あ る と い う 問 題 点 を 有 し て い る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 ま た 、 上 記 特 開 ２ ０ ０ ０ － ２ ５ ９ ５ １ ９ 号 公 報 に 係 る ネ ッ ト ワ ー ク シ ス テ ム の 場 合 に は
、 ネ ッ ト ワ ー ク に 負 担 を か け る こ と な く ダ ウ ン ロ ー ド で き る と し て い る が 、 ダ ウ ン ロ ー ド
対 象 外 の ソ フ ト ウ ェ ア が ネ ッ ト ワ ー ク を 経 由 し て 通 信 し て い る 場 合 に は 、 更 に 余 計 な 負 荷
を ネ ッ ト ワ ー ク に 掛 け る こ と は 避 け ら れ な い と い う 問 題 点 を 有 し て い る 。 特 に 、 ダ ウ ン ロ
ー ド 対 象 外 の ソ フ ト ウ ェ ア に よ っ て 既 に ネ ッ ト ワ ー ク に 高 い 負 荷 を 掛 け て い る 場 合 に は 、
更 新 済 み の ソ フ ト ウ ェ ア を ダ ウ ン ロ ー ド す る た め に ネ ッ ト ワ ー ク に 負 荷 を 掛 け る と 、 ネ ッ
ト ワ ー ク 障 害 を も 招 来 し か ね な い と い う 問 題 点 を も 有 し て い る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 そ こ で 、 こ の 発 明 は 、 上 記 従 来 技 術 の 問 題 点 を 解 決 す る た め に な さ れ た も の で あ り 、 そ
の 目 的 と す る と こ ろ は 、 ネ ッ ト ワ ー ク を 経 由 す る な ど し て 、 外 部 か ら ソ フ ト ウ ェ ア を ダ ウ
ン ロ ー ド 等 す る こ と に よ っ て 入 力 す る こ と が 可 能 な 情 報 処 理 装 置 に お い て 、 ダ ウ ン ロ ー ド
対 象 外 の ソ フ ト ウ ェ ア の 動 作 へ の 影 響 を 考 慮 し て 装 置 や ネ ッ ト ワ ー ク に 過 度 の 負 担 を 掛 け
る こ と な く 、 ソ フ ト ウ ェ ア を ダ ウ ン ロ ー ド す る こ と な ど が 可 能 な 情 報 処 理 装 置 を 提 供 す る
こ と に あ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 ま た 、 こ の 発 明 の 他 の 目 的 と す る と こ ろ は 、 ネ ッ ト ワ ー ク を 経 由 す る な ど し て 、 外 部 か
ら ソ フ ト ウ ェ ア を ダ ウ ン ロ ー ド 等 す る こ と に よ っ て 入 力 す る こ と が 可 能 な 情 報 処 理 装 置 に
お い て 、 ダ ウ ン ロ ー ド 対 象 外 の ソ フ ト ウ ェ ア の 動 作 へ の 影 響 を 考 慮 し て 装 置 や ネ ッ ト ワ ー
ク に 過 度 の 負 担 を 掛 け る こ と な く 、 ダ ウ ン ロ ー ド し た ソ フ ト ウ ェ ア の 再 起 動 処 理 を 含 む ダ
ウ ン ロ ー ド 関 連 処 理 を 実 行 す る こ と が 可 能 な 情 報 処 理 装 置 を 提 供 す る こ と に あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ １ ３ 】
　 上 記 目 的 を 達 成 す る た め 、 請 求 項 １ に 記 載 さ れ た 発 明 は 、 外 部 か ら ソ フ ト ウ ェ ア を 入 力
し て 動 作 さ せ る こ と が 可 能 な 情 報 処 理 装 置 に お い て 、
　 省 電 力 機 能 を 提 供 し 省 電 力 関 連 の 処 理 を 制 御 す る た め の 省 電 力 制 御 手 段 と 、
　 ソ フ ト ウ ェ ア の 入 力 関 連 処 理 を 制 御 し 、 省 電 力 状 態 に 移 行 す る と き に ソ フ ト ウ ェ ア 入 力
関 連 処 理 を 開 始 す る た め の ソ フ ト ウ ェ ア 制 御 手 段 と 、
を 備 え る こ と を 特 徴 と す る 情 報 処 理 装 置 で あ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 ま た 、 請 求 項 ２ に 記 載 さ れ た 発 明 は 、 請 求 項 １ に 記 載 の 情 報 処 理 装 置 に お い て 、
前 記 ソ フ ト ウ ェ ア 制 御 手 段 は 、 前 記 ソ フ ト ウ ェ ア 入 力 関 連 処 理 と し て 、 外 部 か ら 前 記 ソ フ
ト ウ ェ ア の ダ ウ ン ロ ー ド ま た は イ ン ス ト ー ル を 、 省 電 力 状 態 に 移 行 す る と き に 開 始 す る こ
と を 特 徴 と す る 情 報 処 理 装 置 で あ る 。
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【 ０ ０ １ ５ 】
　 さ ら に 、 請 求 項 ３ に 記 載 さ れ た 発 明 は 、 請 求 項 １ に 記 載 の 情 報 処 理 装 置 に お い て 、
　 前 記 ソ フ ト ウ ェ ア 制 御 手 段 は 、 入 力 対 象 と な る 前 記 ソ フ ト ウ ェ ア に 関 す る ソ フ ト ウ ェ ア
情 報 を 取 得 す る 処 理 を 、 省 電 力 状 態 に 移 行 す る と き に 開 始 す る こ と を 特 徴 と す る 情 報 処 理
装 置 で あ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 又 、 請 求 項 ４ に 記 載 さ れ た 発 明 は 、 請 求 項 ２ に 記 載 の 情 報 処 理 装 置 に お い て 、
　 前 記 ソ フ ト ウ ェ ア 制 御 手 段 は 、 省 電 力 状 態 か ら の 復 帰 時 に 、 イ ン ス ト ー ル し た 前 記 ソ フ
ト ウ ェ ア の 起 動 処 理 を 実 行 す る こ と を 特 徴 と す る 情 報 処 理 装 置 で あ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 更 に 、 請 求 項 ５ に 記 載 さ れ た 発 明 は 、 請 求 項 １ 乃 至 ３ の い ず れ か に 記 載 の 情 報 処 理 装 置
に お い て 、
　 前 記 ソ フ ト ウ ェ ア は 、 既 に 装 置 に イ ン ス ト ー ル さ れ た ソ フ ト ウ ェ ア を 更 新 す る た め の も
の で あ る
こ と を 特 徴 と す る 情 報 処 理 装 置 で あ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 ま た 、 請 求 項 ６ に 記 載 さ れ た 発 明 は 、 情 報 処 理 装 置 に お い て 外 部 装 置 か ら ソ フ ト ウ ェ ア
を 入 力 す る 方 法 で あ っ て 、
　 省 電 力 状 態 の 移 行 を 検 出 す る ス テ ッ プ と 、
　 省 電 力 状 態 の 移 行 時 に ソ フ ト ウ ェ ア 入 力 関 連 処 理 を 行 う ス テ ッ プ と 、
を 備 え る こ と を 特 徴 と す る ソ フ ト ウ ェ ア の 入 力 方 法 で あ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 さ ら に 、 請 求 項 ７ に 記 載 さ れ た 発 明 は 、 情 報 処 理 装 置 を コ ン ピ ュ ー タ と し て 機 能 さ せ る
プ ロ グ ラ ム で あ っ て 、
　 省 電 力 機 能 を 提 供 し 省 電 力 関 連 の 処 理 を 制 御 す る た め の 省 電 制 御 手 段 、
　 省 電 力 状 態 に 移 行 す る と き に ソ フ ト ウ ェ ア を 入 力 す る 処 理 を 開 始 す る ソ フ ト ウ ェ ア 入 力
制 御 手 段 、
と し て コ ン ピ ュ ー タ を 機 能 さ せ る プ ロ グ ラ ム で あ る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 こ の 発 明 に よ れ ば 、 ネ ッ ト ワ ー ク を 経 由 す る な ど し て 、 外 部 か ら ソ フ ト ウ ェ ア を ダ ウ ン
ロ ー ド 等 す る こ と に よ っ て 入 力 す る こ と が 可 能 な 情 報 処 理 装 置 に お い て 、 ダ ウ ン ロ ー ド 対
象 外 の ソ フ ト ウ ェ ア の 動 作 へ の 影 響 を 考 慮 し て 装 置 や ネ ッ ト ワ ー ク に 過 度 の 負 担 を 掛 け る
こ と な く 、 ソ フ ト ウ ェ ア を ダ ウ ン ロ ー ド す る こ と な ど が 可 能 な 情 報 処 理 装 置 を 提 供 す る こ
と が で き る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 ま た 、 こ の 発 明 に よ れ ば 、 ネ ッ ト ワ ー ク を 経 由 す る な ど し て 、 外 部 か ら ソ フ ト ウ ェ ア を
ダ ウ ン ロ ー ド 等 す る こ と に よ っ て 入 力 す る こ と が 可 能 な 情 報 処 理 装 置 に お い て 、 ダ ウ ン ロ
ー ド 対 象 外 の ソ フ ト ウ ェ ア の 動 作 へ の 影 響 を 考 慮 し て 装 置 や ネ ッ ト ワ ー ク に 過 度 の 負 担 を
掛 け る こ と な く 、 ダ ウ ン ロ ー ド し た ソ フ ト ウ ェ ア の 再 起 動 処 理 を 含 む ダ ウ ン ロ ー ド 関 連 処
理 を 実 行 す る こ と が 可 能 な 情 報 処 理 装 置 を 提 供 す る こ と が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 以 下 に 、 こ の 発 明 の 実 施 の 形 態 に つ い て 図 面 を 参 照 し て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 実 施 の 形 態 １
　 図 １ は こ の 発 明 の 実 施 の 形 態 １ に 係 る プ ロ グ ラ ム を 適 用 し た 情 報 処 理 装 置 を 適 用 し た 情
報 処 理 シ ス テ ム を 示 す シ ス テ ム 構 成 図 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 こ の 情 報 処 理 シ ス テ ム １ は 、 基 本 的 に 、 ソ フ ト ウ ェ ア を ダ ウ ン ロ ー ド し て 入 力 す る 情 報
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処 理 装 置 と し て の 複 合 機 （ マ ル チ フ ァ ン ク シ ョ ン 機 ： Ｍ Ｆ 機 ） １ ０ ０ と 、 当 該 複 合 機 １ ０
０ を 離 れ た と こ ろ で 管 理 す る リ モ ー ト サ イ ト の 管 理 者 用 の パ ー ソ ナ ル コ ン ピ ュ ー タ （ Ｐ Ｃ
） ２ ０ ０ と 、 複 合 機 の 製 造 メ ー カ や ソ フ ト ウ ェ ア の 製 造 メ ー カ な ど の ソ フ ト ウ ェ ア 提 供 元
で あ っ て 、 ソ フ ト ウ ェ ア の ダ ウ ン ロ ー ド 元 と し て 機 能 す る 管 理 サ ー バ ３ ０ ０ （ 情 報 処 理 装
置 ） と 、 こ れ ら 複 合 機 １ ０ ０ と パ ー ソ ナ ル コ ン ピ ュ ー タ （ Ｐ Ｃ ） ２ ０ ０ と 管 理 サ ー バ ３ ０
０ と を 互 い に 通 信 可 能 に 接 続 す る ネ ッ ト ワ ー ク ２ と か ら 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 な お 、 図 示 例 で は 、 複 合 機 が １ 台 、 パ ー ソ ナ ル コ ン ピ ュ ー タ （ Ｐ Ｃ ） が １ 台 、 管 理 サ ー
バ が １ 台 の み 図 示 さ れ て い る が 、 こ れ ら の 台 数 に 制 限 は な く 、 任 意 台 数 の 複 合 機 や パ ー ソ
ナ ル コ ン ピ ュ ー タ （ Ｐ Ｃ ） 、 あ る い は 管 理 サ ー バ が ネ ッ ト ワ ー ク ２ に 接 続 さ れ て い て も 良
い こ と は 勿 論 で あ る 。 ま た 、 情 報 処 理 装 置 と し て は 、 ネ ッ ト ワ ー ク 機 能 を 搭 載 し た 複 合 機
に 限 定 さ れ る も の で は な く 、 ネ ッ ト ワ ー ク ス キ ャ ナ 装 置 な ど の 装 置 を も 広 く 含 む も の で あ
り 、 又 、 パ ー ソ ナ ル コ ン ピ ュ ー タ （ Ｐ Ｃ ） や ワ ー ク ス テ ー シ ョ ン （ Ｗ Ｓ ） な ど で あ っ て も
良 い こ と は 勿 論 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 上 記 ネ ッ ト ワ ー ク ２ と し て は 、 例 え ば 、 Ｅ ｔ ｈ ｅ ｒ ｎ ｅ ｔ （ 登 録 商 標 ） や 、 有 線 や 無 線
の Ｌ Ａ Ｎ （ Local 　 Area　 Network ） 、 一 般 電 話 回 線 、 Ａ Ｄ Ｓ Ｌ （ Asymmetoric Digital 
SubscriberLine） 、 Ｉ Ｓ Ｄ Ｎ （ Integrated　 Switched　 Digital 　 Network ） な ど を 含 み
、 又 、 こ れ ら の ネ ッ ト ワ ー ク ２ を 介 し て 構 築 さ れ る イ ン タ ー ネ ッ ト な ど も 含 む も の で あ る
。 こ こ で 、 ネ ッ ト ワ ー ク ２ は 、 複 合 機 １ ０ ０ や パ ー ソ ナ ル コ ン ピ ュ ー タ （ Ｐ Ｃ ） ２ ０ ０ 、
あ る い は 管 理 サ ー バ ３ ０ ０ と を 互 い に 通 信 可 能 に 接 続 す る ネ ッ ト ワ ー ク で あ っ て 、 当 該 ネ
ッ ト ワ ー ク ２ に 個 別 に 付 与 さ れ た 固 有 の 情 報 に 基 づ き 、 通 信 す る 相 手 方 の 情 報 処 理 装 置 を
特 定 し て 通 信 す る こ と が 可 能 な も の で あ る 。 上 記 ネ ッ ト ワ ー ク ２ に 個 別 に 付 与 さ れ た 固 有
の 情 報 と し て は 、 そ の 代 表 的 な も の が 、 イ ン タ ー ネ ッ ト に お い て 定 義 さ れ て い る Ｉ Ｐ ｖ ６
（ イ ン タ ー ネ ッ ト ・ プ ロ ト コ ル ， バ ー ジ ョ ン ６ ） の ア ド レ ス 又 は Ｉ Ｐ ｖ ４ （ 同 バ ー ジ ョ ン
４ ） の ア ド レ ス と ポ ー ト 番 号 の 組 合 せ で あ り 、 当 該 Ｉ Ｐ ｖ ６ の ア ド レ ス 又 は Ｉ Ｐ ｖ ４ の ア
ド レ ス と ポ ー ト 番 号 の 組 合 せ を 特 定 す る こ と に よ っ て 、 ネ ッ ト ワ ー ク と し て の イ ン タ ー ネ
ッ ト を 介 し て 、 特 定 の 情 報 処 理 装 置 と 通 信 す る こ と が で き る と と も に 、 当 該 特 定 の 情 報 処
理 装 置 か ら 情 報 を 受 信 す る こ と が 可 能 と な っ て い る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 情 報 処 理 装 置 と し て 機 能 す る 複 合 機 １ ０ ０ は 、 図 ２ に 示 す よ う に 、 当 該 複 合 機 本 体 ５ の
上 部 に 、 原 稿 の 画 像 を 読 み 取 る ス キ ャ ナ 装 置 ６ を 備 え て い る 。 こ の ス キ ャ ナ 装 置 ６ で 読 み
取 ら れ た 原 稿 の 画 像 デ ー タ は 、 図 示 し な い 画 像 処 理 部 に よ っ て 、 画 像 フ ォ ー マ ッ ト の 変 換
、 圧 縮 ／ 伸 張 、 裏 写 り 除 去 、 色 変 換 （ 明 度 ／ 色 空 間 変 換 ） や 、 シ ェ ー デ ィ ン グ 補 正 、 位 置
ズ レ 補 正 、 ガ ン マ 補 正 、 枠 消 し 、 色 ／ 移 動 編 集 等 の 所 定 の 画 像 処 理 が 施 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 ま た 、 上 記 複 合 機 １ ０ ０ は 、 複 合 機 本 体 ５ の 内 部 に 、 マ ル チ フ ァ ン ク シ ョ ン モ ジ ュ ー ル
（ 以 下 、 「 Ｍ Ｆ モ ジ ュ ー ル 」 と い う 。 ） ７ を 備 え て お り 、 こ の Ｍ Ｆ モ ジ ュ ー ル ７ は 、 ス キ
ャ ナ 装 置 ６ で 読 み 込 ま れ た 画 像 や 、 ネ ッ ト ワ ー ク ２ を 介 し て 送 ら れ て く る 画 像 デ ー タ 、 あ
る い は 一 般 電 話 回 線 を 介 し て 送 ら れ て く る フ ァ ク シ ミ リ の 画 像 デ ー タ 等 に 基 づ い て 、 画 像
デ ー タ の 送 受 信 や 、 画 像 デ ー タ に 基 づ い た コ ピ ー や プ リ ン ト 処 理 を 行 う よ う に 構 成 さ れ て
い る 。 な お 、 上 記 Ｍ Ｆ モ ジ ュ ー ル ７ は 、 例 え ば 、 電 子 写 真 方 式 に よ り 白 黒 や カ ラ ー 画 像 の
形 成 を 行 う が 、 こ れ に 限 定 さ れ る も の で は な く 、 静 電 記 録 方 式 や イ ン ク ジ ェ ッ ト 記 録 方 式
な ど 、 任 意 の 方 式 に よ っ て 画 像 の 形 成 を 行 う も の を 含 む も の で あ る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 ま た 、 上 記 複 写 機 本 体 ５ の 上 部 に は 、 ユ ー ザ イ ン タ ー フ ェ ー ス と し て の 操 作 表 示 パ ネ ル
８ が 設 け ら れ て い る 。 こ の 操 作 表 示 パ ネ ル ８ は 、 例 え ば 、 イ ン タ ー ネ ッ ト 接 続 や 、 所 望 の
ソ フ ト ウ ェ ア 関 連 情 報 の 取 得 、 並 び に 所 望 の ソ フ ト ウ ェ ア の ダ ウ ン ロ ー ド な ど の 指 示 や 、
ス キ ャ ン や プ リ ン ト 動 作 な ど の 指 示 を 行 っ た り す る た め の も の で あ る 。 な お 、 こ の 操 作 表
示 パ ネ ル ８ と は 別 に 、 コ ピ ー 指 示 な ど の 基 本 的 な 操 作 を す る た め の 操 作 パ ネ ル を 本 体 上 面
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の 所 定 位 置 に 設 け て も よ い 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 さ ら に 、 上 記 複 合 機 １ ０ ０ は 、 後 述 す る よ う に 、 外 部 イ ン タ ー フ ェ ー ス 部 １ １ ３ を 経 由
し て 、 ネ ッ ト ワ ー ク ２ に 接 続 さ れ 、 当 該 複 合 機 １ ０ ０ を 離 れ た と こ ろ で 管 理 す る リ モ ー ト
サ イ ト の 管 理 者 用 の パ ー ソ ナ ル コ ン ピ ュ ー タ （ Ｐ Ｃ ） ２ ０ ０ や 、 ソ フ ト ウ ェ ア の ダ ウ ン ロ
ー ド 元 と し て の 管 理 サ ー バ ３ ０ ０ な ど 、 外 部 の 機 器 に 接 続 し た り 、 外 部 の 機 器 か ら ア ク セ
ス で き る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 一 方 、 管 理 者 用 の パ ー ソ ナ ル コ ン ピ ュ ー タ （ Ｐ Ｃ ） ２ ０ ０ は 、 図 ３ に 示 す よ う に 、 例 え
ば 、 端 末 本 体 ４ ０ と 、 Ｃ Ｒ Ｔ （ 陰 極 線 管 ） や 液 晶 パ ネ ル な ど の デ ィ ス プ レ イ 装 置 ４ １ と 、
キ ー ボ ー ド や マ ウ ス な ど の 入 力 指 示 デ バ イ ス ４ ２ と を 備 え て い る 。 端 末 本 体 ４ ０ に は 、 基
本 ソ フ ト ウ ェ ア （ オ ペ レ ー テ ィ ン グ シ ス テ ム ： Ｏ Ｓ ） の 他 に 、 種 々 の 情 報 処 理 を 行 な う た
め に 必 要 な ア プ リ ケ ー シ ョ ン の ソ フ ト ウ ェ ア が イ ン ス ト ー ル さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 こ の ソ フ ト ウ ェ ア の 提 供 元 に よ っ て 作 成 さ れ た ソ フ ト ウ ェ ア は 、 図 ４ に 示 す よ う に 、 管
理 サ ー バ ３ ０ ０ に 記 憶 さ れ て 管 理 さ れ 、 当 該 サ ー バ ３ ０ ０ か ら ダ ウ ン ロ ー ド さ れ る よ う に
構 成 さ れ て い る 。 ア プ リ ケ ー シ ョ ン の ソ フ ト ウ ェ ア は 、 イ ン タ ー フ ェ ー ス 部 を 経 由 し て 複
合 機 １ ０ ０ 等 か ら ア ク セ ス し 、 所 望 の ソ フ ト ウ ェ ア を ダ ウ ン ロ ー ド す る こ と が 可 能 と な っ
て い る 。 ま た 、 上 記 ア プ リ ケ ー シ ョ ン の ソ フ ト ウ ェ ア の 中 に は 、 Ｉ Ｐ Ｐ 等 に よ っ て 複 合 機
１ ０ ０ で プ リ ン ト 処 理 を 行 う ソ フ ト や 、 複 合 機 １ ０ ０ の ス キ ャ ナ 装 置 ６ で 読 み 取 ら れ た 画
像 デ ー タ を 入 力 す る ソ フ ト 、 あ る い は 複 合 機 １ ０ ０ の ス キ ャ ナ 装 置 ６ で 読 み 取 ら れ た 画 像
デ ー タ に 所 望 の 画 像 処 理 を 施 し た り 、 当 該 画 像 デ ー タ を 他 の 情 報 処 理 装 置 に 出 力 す る ソ フ
ト な ど 任 意 の も の が 含 ま れ る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 と こ ろ で 、 こ の 実 施 の 形 態 で は 、 外 部 か ら ソ フ ト ウ ェ ア を 入 力 し て 動 作 さ せ る こ と が 可
能 な 情 報 処 理 装 置 に お い て 、 省 電 力 機 能 を 提 供 し 省 電 力 関 連 の 処 理 を 制 御 す る た め の 省 電
力 制 御 手 段 と 、 ソ フ ト ウ ェ ア の 入 力 関 連 処 理 を 制 御 し 、 省 電 力 状 態 に 移 行 す る と き に ソ フ
ト ウ ェ ア 入 力 関 連 処 理 を 開 始 す る た め の ソ フ ト ウ ェ ア 制 御 手 段 と 、 を 備 え る よ う に 構 成 さ
れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 ま た 、 こ の 実 施 の 形 態 で は 、 前 記 ソ フ ト ウ ェ ア 制 御 手 段 は 、 例 え ば 、 前 記 ソ フ ト ウ ェ ア
入 力 関 連 処 理 と し て 、 外 部 か ら 前 記 ソ フ ト ウ ェ ア を 入 力 す る 処 理 や 、 外 部 か ら 入 力 し た 前
記 ソ フ ト ウ ェ ア を イ ン ス ト ー ル す る 処 理 、 あ る い は 入 力 対 象 と な る 前 記 ソ フ ト ウ ェ ア に 関
す る ソ フ ト ウ ェ ア 情 報 を 取 得 す る 処 理 な ど を 、 省 電 力 状 態 に 移 行 す る と き に 開 始 す る よ う
に 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 す な わ ち 、 こ の 実 施 の 形 態 に 係 る 情 報 処 理 装 置 と し て 機 能 す る 複 合 機 １ ０ ０ は 、 プ リ ン
タ 、 複 写 機 、 及 び 、 フ ァ ク シ ミ リ な ど が 有 す る 機 能 を 兼 ね 備 え て お り 、 様 々 な 情 報 処 理 要
求 に 対 し て 対 応 す る こ と が 可 能 と な っ て い る 。 ま た 、 こ の 複 合 機 １ ０ ０ は 、 ネ ッ ト ワ ー ク
２ を 介 し て ソ フ ト ウ ェ ア を 入 力 す る こ と が で き る よ う に 構 成 さ れ て お り 、 し か も 入 力 さ れ
た ソ フ ト ウ ェ ア の 入 力 処 理 に 関 連 す る 処 理 を 、 所 定 の タ イ ミ ン グ で 実 行 す る よ う に 構 成 さ
れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 ま た 、 こ の 実 施 の 形 態 に 係 る 複 合 機 １ ０ ０ で は 、 省 電 力 機 能 を 提 供 し 省 電 力 関 連 の 処 理
を 制 御 す る た め の 省 電 力 制 御 手 段 を 備 え て お り 、 所 定 時 間 に わ た っ て プ リ ン ト 処 理 や コ ピ
ー 処 理 な ど の 操 作 表 示 パ ネ ル ８ の 操 作 が な か っ た 場 合 や 、 プ リ ン ト 情 報 な ど の 入 力 が な か
っ た 場 合 に 、 省 電 力 状 態 に 移 行 す る よ う に 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 こ こ で 、 上 記 複 合 機 １ ０ ０ の 省 電 力 状 態 と し て は 、 例 え ば 、 揮 発 性 記 憶 装 置 を 用 い て 通
常 の 動 作 状 態 に 復 帰 す る た め の デ ー タ を 保 持 す る サ ス ペ ン ド 状 態 と 、 不 揮 発 性 記 憶 装 置 を
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用 い て 通 常 の 動 作 状 態 に 復 帰 す る た め の デ ー タ を 保 持 す る ハ イ バ ネ ー シ ョ ン 状 態 と 、 Ｃ Ｐ
Ｕ の ク ロ ッ ク 数 を 低 減 す る な ど し て 省 電 力 を 実 現 す る ス リ ー プ 状 態 と に 切 り 替 え 可 能 と な
っ て い る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 こ の 複 合 機 １ ０ ０ は 、 図 ５ に 示 す よ う に 、 Ｃ Ｐ Ｕ （ Central Processing Unit ） １ ０ １
と 、 Ｒ Ｏ Ｍ （ Read　 Only　 Memory） １ ０ ２ と 、 Ｒ Ａ Ｍ （ Random Access Memory） １ ０ ３ と
、 ハ ー ド デ ィ ス ク １ ０ ４ と 、 制 御 部 １ ０ ５ と 、 印 刷 部 １ ０ ６ と 、 ス キ ャ ナ 部 ６ と 、 操 作 表
示 パ ネ ル ８ と 、 シ ス テ ム 時 計 １ ０ ７ と 、 画 像 処 理 部 １ ０ ８ と 、 ソ フ ト ウ ェ ア 制 御 部 １ ０ ９
と 、 ソ フ ト ウ ェ ア 管 理 部 １ １ ０ と 、 同 意 制 御 部 １ １ １ と 、 省 電 力 制 御 部 １ １ ２ と 、 Ｉ ／ Ｆ
（ 外 部 イ ン タ ー フ ェ ー ス ） 部 １ １ ３ と を 備 え る よ う に 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 Ｃ Ｐ Ｕ １ ０ １ は 、 当 該 複 合 機 １ ０ ０ を 構 成 す る Ｒ Ｏ Ｍ １ ０ ２ と 、 Ｒ Ａ Ｍ １ ０ ３ と 、 ハ ー
ド デ ィ ス ク １ ０ ４ と 、 制 御 部 １ ０ ５ と 、 印 刷 部 １ ０ ６ と 、 ス キ ャ ナ 部 ６ と 、 操 作 表 示 パ ネ
ル ８ と 、 シ ス テ ム 時 計 １ ０ ７ と 、 画 像 処 理 部 １ ０ ８ と 、 ソ フ ト ウ ェ ア 制 御 部 １ ０ ９ と 、 ソ
フ ト ウ ェ ア 管 理 部 １ １ ０ と 、 同 意 制 御 部 １ １ １ と 、 省 電 力 制 御 部 １ １ ２ と 、 Ｉ ／ Ｆ （ 外 部
イ ン タ ー フ ェ ー ス ） 部 １ １ ３ と を 、 シ ス テ ム バ ス １ １ ４ を 介 し て 制 御 す る 中 央 演 算 処 理 装
置 で あ る 。 こ の 複 合 機 １ ０ ０ に お け る プ リ ン ト 動 作 や 、 コ ピ ー 動 作 、 あ る い は フ ァ ク シ ミ
リ と し て の 各 種 の 動 作 、 及 び ソ フ ト ウ ェ ア の 入 力 動 作 や 、 ソ フ ト ウ ェ ア に 関 連 す る 情 報 の
取 得 等 の 動 作 は 、 Ｃ Ｐ Ｕ ｌ ０ １ 及 び ソ フ ト ウ ェ ア 制 御 部 １ ０ ９ 、 並 び に ソ フ ト ウ ェ ア 管 理
部 １ １ ０ の 制 御 の も と に 実 行 さ れ る 。 上 記 Ｃ Ｐ Ｕ １ ０ １ に よ る 制 御 動 作 は 、 プ ロ グ ラ ム に
基 づ い て 決 定 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 Ｒ Ｏ Ｍ １ ０ ２ は 、 読 み 取 り 専 用 メ モ リ で あ り 、 こ の Ｒ Ｏ Ｍ １ ０ ２ に は 、 Ｃ Ｐ Ｕ １ ０ １ を
制 御 す る た め の プ ロ グ ラ ム が 格 納 さ れ て い る 。 本 実 施 の 形 態 で は 、 Ｒ Ｏ Ｍ １ ０ ２ に 格 納 さ
れ て い る 制 御 プ ロ グ ラ ム は 、 ス キ ャ ナ 部 ６ で 入 力 さ れ た 画 像 デ ー タ を 処 理 し た り 、 印 刷 部
１ ０ ６ を 介 し て 外 部 に 出 力 し た り す る た め の も の で あ る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
  Ｒ Ａ Ｍ １ ０ ３ は 、 Ｓ Ｒ Ａ Ｍ 等 で 構 成 さ れ 、 プ ロ グ ラ ム 制 御 変 数 や 各 種 処 理 の た め の デ ー
タ 等 を 格 納 す る た め の も の で あ る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 ハ ー ド デ ィ ス ク １ ０ ４ は 、 制 御 プ ロ グ ラ ム に よ る 各 種 処 理 の た め の デ ー タ を 格 納 し た り
、 画 像 デ ー タ な ど を 格 納 し た り す る た め の も の で あ る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 制 御 部 １ ０ ５ は 、 ス キ ャ ナ 部 ６ や 印 刷 部 １ ０ ６ と 制 御 デ ー タ の 授 受 を 行 っ た り 、 画 像 デ
ー タ の 入 出 力 な ど の 制 御 を 行 う た め の も の で あ る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 印 刷 部 １ ０ ６ は 、 出 力 画 像 を 印 刷 し て 外 部 に 出 力 す る た め の も の で あ る 。 こ の 印 刷 部 １
０ ６ は 、 例 え ば 、 ス キ ャ ナ 部 ６ で 読 み 取 ら れ た 画 像 の 印 刷 機 能 す な わ ち 複 写 機 と し て の 機
能 に 限 ら ず 、 ネ ッ ト ワ ー ク ２ を 介 し て 取 得 し た 文 書 デ ー タ や 画 像 フ ァ イ ル な ど に 基 づ い て
画 像 を 印 刷 す る い わ ゆ る プ リ ン ト 機 能 や 、 一 般 電 話 回 線 を 介 し て 受 信 し た Ｆ Ａ Ｘ 受 信 デ ー
タ に 基 づ い て 印 刷 出 力 す る Ｆ Ａ Ｘ 機 能 を も 果 た し て い る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 上 記 複 合 機 １ ０ ０ が 例 え ば プ リ ン タ と し て 機 能 す る 場 合 、 印 刷 部 １ ０ ６ は 、 外 部 か ら ぺ
ー ジ 記 述 言 語 （ Ｐ Ｄ Ｌ ： Page　 Description 　 Language） で 記 載 さ れ た Ｐ Ｄ Ｌ デ ー タ を 受
け 取 り 、 当 該 Ｐ Ｄ Ｌ デ ー タ を ハ ー ド デ ィ ス ク １ ０ ４ に 出 力 単 位 ご と （ １ ぺ ー ジ ご と ） の 画
像 デ ー タ と し て 展 開 し 、 そ の ラ ス タ デ ー タ が 印 刷 部 １ ０ ６ に 送 ら れ 、 印 刷 部 １ ０ ６ に て プ
リ ン ト 出 力 す る よ う に 構 成 さ れ て い る 。 ま た 、 複 合 機 １ ０ ０ が カ ラ ー フ ァ ク シ ミ リ 受 信 機
と し て 機 能 す る 場 合 、 印 刷 部 １ ０ ６ は 、 Ｐ Ｄ Ｌ デ ー タ に 代 え て Ｆ Ａ Ｘ 受 信 デ ー タ を 受 け 取
り 、 印 刷 部 １ ０ ６ に て Ｌ ａ ｂ 信 号 に 変 換 し た 後 、 印 刷 部 １ ０ ６ に て プ リ ン ト 出 力 す る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
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　 ス キ ャ ナ 部 ６ は 、 原 稿 を 読 取 っ て 、 画 像 デ ー タ を 入 力 す る た め の も の で あ る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 操 作 表 示 パ ネ ル ８ は 、 ス キ ャ ン 動 作 の 設 定 を 行 う 画 面 を 表 示 し た り 、 ス キ ャ ン 指 示 を 行
っ た り す る た め の も の で あ る 。 ま た 、 ソ フ ト ウ ェ ア の ダ ウ ン ロ ー ド 等 の 操 作 な ど も 行 う よ
う に 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 シ ス テ ム 時 計 １ ０ ７ は 、 時 計 用 チ ッ プ に よ り 構 成 さ れ 、 時 刻 情 報 （ 年 月 日 、 時 分 秒 ） を
Ｃ Ｐ Ｕ １ ０ １ に 提 供 す る た め の も の で あ る 。 シ ス テ ム 時 計 １ ０ ７ は 、 シ ス テ ム 電 源 の 遮 断
時 や 停 電 時 等 に 時 刻 情 報 が 消 滅 し な い よ う バ ッ ク ア ッ プ 用 電 池 を 備 え 、 常 に 現 時 点 の 時 刻
を 保 持 し て い る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 画 像 処 理 部 １ ０ ８ は 、 入 出 力 さ れ る 画 像 に 対 す る 処 理 な ど を 行 う た め の も の で あ る 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 ソ フ ト ウ ェ ア 制 御 部 １ ０ ９ は 、 ソ フ ト ウ ェ ア 入 力 関 連 処 理 の 決 定 処 理 や 、 ソ フ ト ウ ェ ア
の 入 力 処 理 や 、 イ ン ス ト ー ル 処 理 の 制 御 な ど を 行 う た め の も の で あ る 。
【 ０ ０ ５ １ 】
　 ソ フ ト ウ ェ ア 管 理 部 １ １ ０ は 、 ソ フ ト ウ ェ ア 入 力 関 連 処 理 の 状 態 や ソ フ ト ウ ェ ア の 属 性
情 報 な ど ソ フ ト ウ ェ ア の 情 報 を 管 理 す る た め の も の で あ る 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
　 同 意 制 御 部 １ １ １ は 、 ソ フ ト ウ ェ ア 入 力 処 理 の 管 理 者 に 対 す る 同 意 処 理 を 制 御 す る た め
の も の で あ る 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
　 省 電 力 制 御 部 １ １ ２ は 、 省 電 力 状 態 へ の 移 行 処 理 や 省 電 力 状 態 か ら の 復 帰 処 理 な ど 省 電
力 関 連 処 理 を 制 御 す る た め の も の で あ る 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
　 Ｉ ／ Ｆ 部 １ １ ３ は 、 外 部 の 機 器 と 通 信 を 行 う た め の も の で あ る 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
　 以 上 の 構 成 に お い て 、 こ の 実 施 の 形 態 に 係 る 複 合 機 で は 、 次 の よ う に し て 、 ネ ッ ト ワ ー
ク を 経 由 す る な ど し て 、 外 部 か ら ソ フ ト ウ ェ ア を ダ ウ ン ロ ー ド 等 す る こ と に よ っ て 入 力 す
る こ と が 可 能 な 情 報 処 理 装 置 に お い て 、 ダ ウ ン ロ ー ド 対 象 外 の ソ フ ト ウ ェ ア の 動 作 へ の 影
響 を 考 慮 し て 装 置 や ネ ッ ト ワ ー ク に 過 度 の 負 担 を 掛 け る こ と な く 、 ソ フ ト ウ ェ ア を ダ ウ ン
ロ ー ド す る こ と な ど が 可 能 と な っ て い る 。
【 ０ ０ ５ ６ 】
　 図 ６ は ソ フ ト ウ ェ ア の 情 報 を 管 理 す る た め の テ ー ブ ル の 例 を 示 す も の で あ る 。 こ の ソ フ
ト ウ ェ ア 情 報 管 理 テ ー ブ ル は 、 ダ ウ ン ロ ー ド し て イ ン ス ト ー ル す る 各 ソ フ ト ウ ェ ア の 情 報
を 管 理 す る た め の テ ー ブ ル で あ る 。 上 記 ソ フ ト ウ ェ ア 情 報 管 理 テ ー ブ ル は 、 例 え ば 、 ソ フ
ト ウ エ ア 管 理 部 １ １ ０ に 保 持 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ５ ７ 】
　 図 ６ の Ｉ Ｄ は 管 理 上 の Ｉ Ｄ を 示 し 、 ソ フ ト ウ ェ ア 名 称 は ソ フ ト ウ ェ ア の 名 称 を 示 し 、 バ
ー ジ ョ ン は ソ フ ト ウ ェ ア の バ ー ジ ョ ン を 示 し 、 同 意 は 同 意 処 理 の 状 態 を 示 し 、 ダ ウ ン ロ ー
ド は ダ ウ ン ロ ー ド 処 理 の 状 態 を 示 し 、 イ ン ス ト ー ル は イ ン ス ト ー ル 処 理 の 状 態 を 示 し 、 再
起 動 は 再 起 動 処 理 の 状 態 を 示 し 、 サ イ ズ は ソ フ ト ウ ェ ア の サ イ ズ を 表 す 属 性 を 示 し 、 提 供
元 は ソ フ ト ウ ェ ア の 提 供 元 を 表 す 属 性 を 示 し 、 リ リ ー ス 日 は ソ フ ト ウ ェ ア の リ リ ー ス 日 を
表 す 属 性 を 示 し 、 依 存 ソ フ ト ウ ェ ア は ソ フ ト ウ ェ ア が 動 作 す る た め に 依 存 し て い る ソ フ ト
ウ ェ ア を 表 す 属 性 を 示 し 、 依 存 バ ー ジ ョ ン は 依 存 ソ フ ト ウ ェ ア の バ ー ジ ョ ン を 示 し 、 場 所
は ソ フ ト ウ ェ ア を 取 得 す る た め の 場 所 を 示 し て い る 。
【 ０ ０ ５ ８ 】
　 上 記 ソ フ ト ウ ェ ア 情 報 管 理 テ ー ブ ル に よ っ て 、 ソ フ ト ウ ェ ア の ダ ウ ン ロ ー ド な ど の 各 入
力 関 連 処 理 の 状 態 を 管 理 す る こ と が で き る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ ５ ９ 】
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　 次 に 、 図 ７ に 従 い 、 本 実 施 の 形 態 に 係 る 情 報 処 理 装 置 と し て の 複 合 機 の 処 理 フ ロ ー の 例
を 説 明 す る 。
【 ０ ０ ６ ０ 】
　 ま ず 最 初 に 、 Ｃ Ｐ Ｕ １ ０ １ は 、 図 ７ に 示 す よ う に 、 省 電 力 制 御 部 １ １ ２ の 状 態 を 管 理 し
て 、 複 合 機 １ ０ ０ が 省 電 力 状 態 に 移 行 す る タ イ ミ ン グ を 待 つ よ う に な っ て い る （ ス テ ッ プ
１ ０ １ ） 。 そ し て 、 Ｃ Ｐ Ｕ １ ０ １ は 、 複 合 機 １ ０ ０ が 省 電 力 状 態 に 移 行 す る タ イ ミ ン グ に
な っ た か 否 か を 判 別 し （ ス テ ッ プ １ ０ ２ ） 、 複 合 機 １ ０ ０ が 省 電 力 状 態 に 移 行 す る タ イ ミ
ン グ に な る ま で ス テ ッ プ １ ０ １ に 戻 る 動 作 を 繰 り 返 し 、 待 機 す る 。
【 ０ ０ ６ １ 】
　 省 電 力 機 能 に つ い て は 、 最 近 の パ ー ソ ナ ル コ ン ピ ュ ー タ （ Ｐ Ｃ ） 上 の Ｗ ｉ ｎ ｄ ｏ ｗ ｓ 　
（ 登 録 商 標 ） や Ｕ ｎ ｉ ｘ （ 登 録 商 標 ） な ど の Ｏ Ｓ （ Operating System） に は 、 一 般 的 に Ａ
Ｐ Ｍ （ Advancea Power Management ） や Ａ Ｃ Ｐ Ｉ （ Advanced Configuration and Power I
nteerface ） と 言 っ た 規 格 に 準 拠 し た 省 電 力 機 能 が 実 装 さ れ て い る （ Ａ Ｐ Ｍ の 詳 細 に つ い
て は 、 Advanced Power Management BIOSI nteterface Specification Revision 1.2 Febr
uary 1996 、 Ａ Ｃ Ｐ Ｉ の 詳 細 に つ い て は 、 Advanced Configuration and Power Interface
 Specification Revision 2.Oa March 31.2002な ど を 参 照 ） 。 こ の 実 施 の 形 態 で は 、 複 合
機 １ ０ ０ に Ｕ ｎ ｉ ｘ （ 登 録 商 標 ） Ｏ Ｓ 上 で の Ａ Ｃ Ｐ Ｉ の 省 電 力 機 能 が 搭 載 さ れ て お り 、 例
え ば Ｕ ｎ ｉ ｘ （ 登 録 商 標 ） Ｏ Ｓ 上 で の Ａ Ｃ Ｐ Ｉ の 省 電 力 機 能 の 省 電 力 状 態 へ の 移 行 タ イ ミ
ン グ が き た も の と す る 。
【 ０ ０ ６ ２ 】
　 次 に 、 Ｃ Ｐ Ｕ １ ０ １ は 、 複 合 機 １ ０ ０ が 省 電 力 状 態 に 移 行 す る タ イ ミ ン グ に な っ た こ と
を 判 別 す る と 、 ソ フ ト ウ ェ ア 制 御 部 １ ０ ９ に よ っ て ソ フ ト ウ ェ ア 入 力 関 連 処 理 を 決 定 し 　
（ ス テ ッ プ １ ０ ３ ） 、 ソ フ ト ウ ェ ア 制 御 部 １ ０ ９ に よ っ て ソ フ ト ウ ェ ア 入 力 関 連 処 理 が 決
定 さ れ た か 否 か を 判 別 す る （ ス テ ッ プ １ ０ ４ ） 。 な お 、 ソ フ ト ウ ェ ア 入 力 関 連 処 理 に つ い
て は 、 後 述 す る 。
【 ０ ０ ６ ３ 】
　 こ こ で は 、 ソ フ ト ウ ェ ア 入 力 関 連 処 理 と し て 、 ソ フ ト ウ ェ ア の ダ ウ ン ロ ー ド 処 理 が 決 定
さ れ た も の と す る 。 具 体 的 に は 、 図 ６ に 示 す ソ フ ト ウ ェ ア 情 報 管 理 テ ー ブ ル の Ｉ Ｄ ＝ １ に
示 す よ う に 、 ダ ウ ン ロ ー ド 処 理 が 「 未 完 了 」 状 態 で あ る System-Fix203Aの ダ ウ ン ロ ー ド が
、 ソ フ ト ウ ェ ア 入 力 関 連 処 理 と し て 決 定 さ れ た も の と す る 。
【 ０ ０ ６ ４ 】
　 Ｃ Ｐ Ｕ １ ０ １ は 、 ソ フ ト ウ ェ ア 入 力 関 連 処 理 が 決 定 さ れ る と 、 ソ フ ト ウ ェ ア 制 御 部 １ ０
９ に よ っ て 、 決 定 し た ソ フ ト ウ ェ ア 入 力 関 連 処 理 を 開 始 す る と と も に （ ス テ ッ プ １ ０ ５ ）
、 省 電 力 制 御 部 １ １ ２ に よ っ て 、 省 電 力 状 態 か ら の 復 帰 要 求 が あ る か 否 か を 判 別 す る （ ス
テ ッ プ １ ０ ６ ） 。 な お 、 ソ フ ト ウ ェ ア 入 力 関 連 処 理 が 決 定 さ れ な い 場 合 に は 、 ス テ ッ プ １
０ ９ に 進 む 。
【 ０ ０ ６ ５ 】
　 こ こ で は 、 ソ フ ト ウ ェ ア 入 力 関 連 処 理 の 開 始 の 方 法 に つ い て は 、 Ａ Ｃ Ｐ Ｉ の 機 能 を 使 用
す る こ と で 実 現 す る こ と と す る 。 Ｕ ｎ ｉ ｘ （ 登 録 商 標 ） Ｏ Ｓ 上 で の Ａ Ｃ Ｐ Ｉ の 省 電 力 機 能
は 、 Ｏ Ｓ の カ ー ネ ル 及 び acpia （ Ａ Ｃ Ｐ Ｉ の デ ー モ ン ） な ど で 実 装 さ れ て い る （ ａ ｃ ｐ ｉ
ｄ の 詳 細 に つ い て は 、 Http://acpid.sourcefbrge.net/ な ど を 参 照 ） 。 省 電 力 機 能 を コ ン
ト ロ ー ル す る デ ー モ ン acpia で は 、 省 電 力 状 態 に 遷 移 さ せ る event と 、 そ の event に 応 じ
た actionを 紐 付 け す る こ と が で き る 。 acpia を イ ン ス ト ー ル す る と 、 /etc/acpi/eventsと
/etc/acpj/actionと い う デ ィ レ ク ト リ が 作 成 さ れ る 。 /etc/acpi/eventsな る デ ィ レ ク ト リ
に は 、 event の 定 義 と そ の event が 来 た 時 の action内 容 を 記 述 し た ス ク リ プ ト ヘ の pathを
記 述 し た ス ク リ プ ト を 用 意 す る こ と が で き る 。 /etc/acpi/actionな る デ ィ レ ク ト リ に は 、
action内 容 を 記 述 し た ス ク リ プ ト を 用 意 す る 。 例 え ば 、 省 電 力 状 態 に 移 行 さ せ る ス ク リ プ
ト と し て は 、 “ echo4>/proc/acpi/sleep（ 不 揮 発 性 記 憶 手 段 と し て の ハ ー ド デ ィ ス ク 駆 動
装 置 へ の 退 避 の 命 令 ） " と 記 述 を す れ ば よ い 。 /etc/acpi/eventsで は 、 電 源 ボ タ ン や キ ー
ボ ー ド や マ ウ ス な ど の ハ ー ド ウ ェ ア 操 作 に 対 す る イ ベ ン ト は 検 知 で き る が 、 別 途 タ イ マ ー
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の よ う な 機 構 を 起 動 し て お き 、 ハ ー ド ウ ェ ア 操 作 を 検 知 し た ら タ イ ム カ ウ ン ト を 初 期 化 す
る こ と で 、 一 定 時 間 経 過 後 、 タ イ マ ー に よ る タ イ ム ア ウ ト 時 の 処 理 と し て 、 “ echo4>/pro
c/acpi/sleep（ ハ ー ド デ ィ ス ク 駆 動 装 置 へ の 退 避 の 命 令 ） " を 実 行 す れ ば 、 一 定 時 間 経 過
後 の 省 電 力 状 態 へ の 移 行 も 実 現 す る こ と が 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ６ ６ 】
　 い ず れ に せ よ 、 こ こ で は 、 省 電 力 状 態 に 移 行 さ せ る 前 に ソ フ ト ウ ェ ア 入 力 関 連 処 理 を 開
始 す る コ マ ン ド な ど を 予 め ス ク リ プ ト 上 で 記 述 し て お き 、 ソ フ ト ウ ェ ア 入 力 関 連 処 理 を 開
始 す る の で あ る （ ス テ ッ プ １ ０ ５ ） 。
【 ０ ０ ６ ７ 】
　 具 体 的 に は 、 図 ６ の Ｉ Ｄ ＝ １ の System-Fix203Aの ダ ウ ン ロ ー ド 処 理 を ソ フ ト ウ ェ ア 入 力
関 連 処 理 と し て 開 始 し 、 ダ ウ ン ロ ー ド の 状 態 を 「 実 行 中 」 に 変 更 す る 。 ダ ウ ン ロ ー ド 処 理
が 完 了 し た 場 合 に は 、 ソ フ ト ウ ェ ア 制 御 部 １ ０ ９ に よ っ て 、 ダ ウ ン ロ ー ド の 状 態 を 「 完 了
」 に 変 更 す る 。
【 ０ ０ ６ ８ 】
　 Ｃ Ｐ Ｕ １ ０ １ は 、 省 電 力 制 御 部 １ １ ２ に よ っ て 、 省 電 力 状 態 か ら の 復 帰 要 求 が な い こ と
を 判 別 す る と 、 ソ フ ト ウ ェ ア 入 力 関 連 処 理 が 正 常 に 終 了 し た か 否 か を 判 別 す る と と も に 　
（ ス テ ッ プ １ ０ ７ ） 、 他 の ソ フ ト ウ ェ ア 入 力 関 連 処 理 を 開 始 し て 良 い か 否 か を 判 別 す る 　
（ ス テ ッ プ １ ０ ８ ） 。 そ し て 、 他 の ソ フ ト ウ ェ ア 入 力 関 連 処 理 を 開 始 し て 良 い と 判 別 し た
場 合 に は 、 ス テ ッ プ １ ０ ３ に 戻 り 、 他 の ソ フ ト ウ ェ ア 入 力 関 連 処 理 を 決 定 す る 。
【 ０ ０ ６ ９ 】
　 こ こ で 、 他 の ソ フ ト ウ ェ ア 入 力 関 連 処 理 を 開 始 し て よ い か 否 か の 判 断 で あ る が 、 例 え ば
、 装 置 内 で 限 界 時 間 を 設 定 し て お き 、 ス テ ッ プ １ ０ １ か ら こ こ ま で の 時 間 が 限 界 時 間 を 越
え て い る か ど う か で 、 他 の ソ フ ト ウ ェ ア 入 力 関 連 処 理 を 開 始 し て よ い か ど う か の 判 断 に す
れ ば よ い 。 つ ま り 、 ス テ ッ プ １ ０ １ か ら こ こ ま で の 時 間 が 限 界 時 間 を 越 え て い な い 場 合 に
は 、 他 の ソ フ ト ウ ェ ア 入 力 関 連 処 理 を 開 始 し て よ い と 判 断 し て 、 ス テ ッ プ １ ０ ３ に 戻 る よ
う に な っ て い る 。 他 に も 装 置 内 で 処 理 し て よ い ソ フ ト ウ ェ ア 入 力 関 連 処 理 の 数 を 設 定 値 と
し て 保 持 し 、 設 定 値 を 越 え て い る か ど う か で 、 設 定 値 を 越 え て い な い 場 合 に は 、 他 の ソ フ
ト ウ ェ ア 入 力 関 連 処 理 を 開 始 し て よ い と 判 断 す る な ど の 方 法 も あ る 。
【 ０ ０ ７ ０ 】
　 ま た 、 Ｃ Ｐ Ｕ １ ０ １ は 、 ソ フ ト ウ ェ ア 入 力 関 連 処 理 が 決 定 し て い な い か 、 ソ フ ト ウ ェ ア
入 力 関 連 処 理 が 正 常 に 終 了 し て い な い か 、 又 は 他 の ソ フ ト ウ ェ ア 入 力 関 連 処 理 を 開 始 し な
い 場 合 に は 、 省 電 力 状 態 に 移 行 す る 処 理 を 実 行 す る （ ス テ ッ プ １ ０ ９ ） 。
【 ０ ０ ７ １ 】
　 一 方 、 Ｃ Ｐ Ｕ １ ０ １ は 、 省 電 力 制 御 部 １ １ ２ に よ っ て 、 省 電 力 状 態 か ら の 復 帰 要 求 が あ
っ た こ と が 判 別 さ れ る と 、 ソ フ ト ウ ェ ア 入 力 関 連 処 理 の 後 処 理 を 実 行 し た 後 （ ス テ ッ プ １
１ ０ ） 、 省 電 力 状 態 か ら 通 常 の 動 作 状 態 に 復 帰 す る 処 理 を 実 行 し て （ ス テ ッ プ １ １ １ ） 、
最 初 の ス テ ッ プ １ ０ １ に 戻 る 。 こ こ で は 、 省 電 力 状 態 か ら 通 常 の 動 作 状 態 に 復 帰 す る 処 理
と し て 、 Ａ Ｃ Ｐ Ｉ の 省 電 力 機 能 を 使 用 す る こ と に す る 。 な お 、 ソ フ ト ウ ェ ア 入 力 関 連 処 理
の 後 処 理 に つ い て は 、 後 述 す る 。
【 ０ ０ ７ ２ 】
　 図 ８ は 、 入 力 関 連 処 理 設 定 テ ー ブ ル の 例 を 示 す も の で あ る 。 こ の 入 力 関 連 処 理 設 定 テ ー
ブ ル は 、 ソ フ ト ウ ェ ア の ダ ウ ン ロ ー ド な ど 各 入 力 関 連 処 理 に 関 連 す る 設 定 を 管 理 す る た め
の テ ー ブ ル で あ る 。 上 記 入 力 関 連 処 理 設 定 テ ー ブ ル は 、 例 え ば 、 ソ フ ト ウ エ ア 管 理 部 １ １
０ に 保 持 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ７ ３ 】
　 図 ８ の Ｉ Ｄ は 管 理 上 の Ｉ Ｄ を 示 し 、 入 力 関 連 処 理 は 各 入 力 関 連 処 理 を 示 し 、 後 処 理 は 省
電 力 状 態 か ら の 復 帰 要 求 が あ っ た 場 合 の 後 処 理 に 関 す る 設 定 を 示 し 、 デ フ ォ ル ト は 後 処 理
の デ フ ォ ル ト 設 定 を 示 し 、 補 足 １ 、 補 足 ２ は 各 入 力 関 連 処 理 毎 に 補 足 す る 設 定 を 示 し て い
る 。 こ の 入 力 関 連 処 理 設 定 テ ー ブ ル に よ り 、 ソ フ ト ウ ェ ア の ダ ウ ン ロ ー ド な ど の 各 入 力 関
連 処 理 に 関 す る 後 処 理 な ど の 設 定 情 報 を 管 理 す る こ と が で き る 。
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【 ０ ０ ７ ４ 】
　 次 に 、 図 ９ に 従 い 、 本 実 施 の 形 態 に お け る 情 報 処 理 装 置 の ソ フ ト ウ ェ ア 入 力 関 連 処 理 を
決 定 す る 処 理 フ ロ ー の 例 を 説 明 す る 。
【 ０ ０ ７ ５ 】
　 ま ず 最 初 に 、 Ｃ Ｐ Ｕ １ ０ １ は 、 図 ９ に 示 す よ う に 、 未 完 了 状 態 の 処 理 を 検 索 す る （ ス テ
ッ プ ２ ０ １ ） 。 次 に 、 Ｃ Ｐ Ｕ １ ０ １ は 、 未 完 了 状 態 の 処 理 を 検 索 で き た か 否 か を 判 別 し 　
（ ス テ ッ プ ２ ０ ２ ） 、 未 完 了 状 態 の 処 理 を 検 索 で き た 場 合 に は 、 検 索 し た 処 理 が 「 同 意 」
処 理 か 否 か を 判 別 す る （ ス テ ッ プ ２ ０ ３ ） 。 そ し て 、 検 索 し た 処 理 が 「 同 意 」 処 理 で あ る
場 合 に は 、 ソ フ ト ウ ェ ア 入 力 関 連 処 理 を 「 同 意 」 処 理 に 決 定 し （ ス テ ッ プ ２ ０ ４ ） 、 当 該
処 理 を 終 了 す る 。 な お 、 未 完 了 状 態 の 処 理 を 検 索 で き な か っ た 場 合 に は 、 ス テ ッ プ ２ ０ ９
に 進 み 、 情 報 取 得 処 理 の 実 施 条 件 を 満 た す か 否 か を 判 別 す る （ ス テ ッ プ ２ ０ ９ ） 。
【 ０ ０ ７ ６ 】
　 こ こ で 、 同 意 処 理 と は 、 装 置 の 管 理 者 に ソ フ ト ウ ェ ア を 入 力 す る こ と を 同 意 し て も ら う
処 理 の こ と で あ る 。 同 意 処 理 に つ い て は 、 例 え ば 、 操 作 表 示 パ ネ ル ８ 上 に 図 示 し な い 同 意
画 面 を 表 示 す る こ と に よ っ て 、 そ れ に 対 す る 管 理 者 の 同 意 確 認 の 応 答 を も ら う こ と で 同 意
を 得 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ７ ７ 】
　 ま た 、 Ｃ Ｐ Ｕ １ ０ １ は 、 検 索 し た 処 理 が 「 同 意 」 処 理 で な か っ た 場 合 は 、 検 索 し た 処 理
が 「 ダ ウ ン ロ ー ド 」 処 理 か 否 か を 判 別 し （ ス テ ッ プ ２ ０ ５ ） 、 検 索 し た 処 理 が 「 ダ ウ ン ロ
ー ド 」 処 理 で あ る 場 合 に は 、 ソ フ ト ウ ェ ア 入 力 関 連 処 理 を 「 ダ ウ ン ロ ー ド 」 処 理 に 決 定 し
（ ス テ ッ プ ２ ０ ６ ） 、 当 該 処 理 を 終 了 す る 。 「 ダ ウ ン ロ ー ド 」 処 理 と は 、 ネ ッ ト ワ ー ク ２
を 経 由 す る な ど し て 、 ソ フ ト ウ ェ ア の フ ァ イ ル を 転 送 し て 複 合 機 １ ０ ０ に 入 力 す る な ど の
処 理 の こ と で あ る 。
【 ０ ０ ７ ８ 】
　 さ ら に 、 Ｃ Ｐ Ｕ １ ０ １ は 、 検 索 し た 処 理 が 「 ダ ウ ン ロ ー ド 」 処 理 で な か っ た 場 合 は 、 検
索 し た 処 理 が 「 イ ン ス ト ー ル 」 処 理 か 否 か を 判 別 し （ ス テ ッ プ ２ ０ ７ ） 、 検 索 し た 処 理 が
イ ン ス ト ー ル 処 理 で あ る 場 合 に は 、 ソ フ ト ウ ェ ア 入 力 関 連 処 理 を 「 イ ン ス ト ー ル 」 処 理 に
決 定 し （ ス テ ッ プ ２ ０ ８ ） 、 当 該 処 理 を 終 了 す る 。 「 イ ン ス ト ー ル 」 処 理 と は 、 ダ ウ ン ロ
ー ド し た ソ フ ト ウ ェ ア を 複 合 機 １ ０ ０ に お い て 利 用 可 能 な 状 態 に す る 処 理 の こ と で あ る 。
【 ０ ０ ７ ９ 】
　 次 に 、 Ｃ Ｐ Ｕ １ ０ １ は 、 検 索 し た 処 理 が 「 イ ン ス ト ー ル 」 処 理 で も な か っ た 場 合 は 、 情
報 取 得 処 理 の 実 施 条 件 を 満 た す か 否 か を 判 別 す る （ ス テ ッ プ ２ ０ ９ ） 。 そ し て 、 情 報 取 得
処 理 の 実 施 条 件 を 満 た す 場 合 に は 、 ソ フ ト ウ ェ ア 入 力 関 連 処 理 を 「 情 報 取 得 」 処 理 に 決 定
し （ ス テ ッ プ ２ １ ０ ） 、 当 該 処 理 を 終 了 す る 。 ま た 、 情 報 取 得 処 理 の 実 施 条 件 を 満 た さ な
い 場 合 に は 、 ソ フ ト ウ ェ ア 入 力 関 連 処 理 を 決 定 せ ず に （ ス テ ッ プ ２ １ １ ） 、 当 該 処 理 を 終
了 す る 。 な お 、 ソ フ ト ウ ェ ア 入 力 関 連 処 理 が 決 定 さ れ な か っ た 場 合 に は 、 図 ７ の ス テ ッ プ
１ ０ ９ に お い て 、 省 電 力 状 態 に 移 行 す る 処 理 が 実 行 さ れ る 。
【 ０ ０ ８ ０ 】
　 こ こ で 、 「 情 報 取 得 」 処 理 と は 、 ダ ウ ン ロ ー ド 対 象 の ソ フ ト ウ ェ ア が 存 在 す る か ど う か
を ダ ウ ン ロ ー ド 元 の 管 理 サ ー バ ３ ０ ０ 等 に 確 認 す る 処 理 の こ と で あ る 。 対 象 と な る ソ フ ト
ウ ェ ア が 存 在 す れ ば 、 対 象 ソ フ ト ウ ェ ア に 関 す る 属 性 情 報 な ど を 取 得 し 、 図 ６ の ソ フ ト ウ
ェ ア 情 報 管 理 テ ー ブ ル に エ ン ト リ を 追 加 し て 管 理 す る の で あ る 。
【 ０ ０ ８ １ 】
　 こ こ で は 、 管 理 サ ー バ ３ ０ ０ 内 の 図 示 し な い ソ フ ト ウ ェ ア 情 報 取 得 Ｗ ｅ ｂ サ イ ト か ら Ｈ
Ｔ Ｔ Ｐ な ど の 通 信 プ ロ ト コ ル で 取 得 す る も の と す る 。 こ こ で は 予 め 規 定 さ れ て い る 特 定 の
Ｕ Ｒ Ｌ で あ る http://server.software-download.mfmaker.co.jP/download/software.info
の フ ァ イ ル を 取 得 す る も の と す る 。
【 ０ ０ ８ ２ 】
　 こ の フ ァ イ ル の 中 に は 、 図 ６ に お い て 、 エ ン ト リ 追 加 す る た め の ソ フ ト ウ ェ ア の 情 報 が
含 ま れ て い る の で あ る 。 ま た 、 情 報 取 得 処 理 の 実 施 条 件 に つ い て は 、 例 え ば こ こ で は 、 図
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８ の Ｉ Ｄ ＝ １ の 情 報 取 得 処 理 に 関 し て の 補 足 １ 、 補 足 ２ を 使 用 す る 。 補 足 １ に は 前 回 情 報
取 得 し た 時 間 が 記 録 さ れ て お り 、 情 報 取 得 処 理 を 実 行 す る 毎 に 更 新 さ れ る 。 補 足 ２ は 情 報
取 得 処 理 の 状 態 を 示 し て い る 。 図 示 し て い な い が 、 装 置 内 で 情 報 取 得 処 理 の 起 動 間 隔 時 間
を 設 定 値 と し て 保 持 し 、 前 回 の 情 報 取 得 処 理 か ら 起 動 間 隔 時 間 の 設 定 値 よ り も 時 間 が 経 過
し て い た ら 、 情 報 取 得 処 理 の 実 施 条 件 を 満 た す よ う に す れ ば よ い 。
【 ０ ０ ８ ３ 】
　 こ こ で は 、 図 ６ の Ｉ Ｄ ＝ １ の System-Fix203Aの 場 合 、 未 完 了 状 態 で あ る ダ ウ ン ロ ー ド 処
理 が ソ フ ト ウ ェ ア 入 力 関 連 処 理 と し て 決 定 さ れ る も の と す る 。
【 ０ ０ ８ ４ 】
　 次 に 、 図 １ ０ に 従 い 、 本 実 施 の 形 態 に お け る 情 報 処 理 装 置 の ソ フ ト ウ ェ ア 入 力 関 連 処 理
の 後 処 理 フ ロ ー の 例 を 説 明 す る 。
【 ０ ０ ８ ５ 】
　 ま ず 最 初 に 、 Ｃ Ｐ Ｕ １ ０ １ は 、 図 １ ０ に 示 す よ う に 、 情 報 取 得 処 理 も 含 め 、 実 行 中 状 態
の 処 理 を 検 索 す る （ ス テ ッ プ ３ ０ １ ） 。 次 に 、 Ｃ Ｐ Ｕ １ ０ １ は 、 実 行 中 状 態 の 処 理 を 検 索
す る こ と が で き た か 否 か を 判 別 し （ ス テ ッ プ ３ ０ ２ ） 、 実 行 中 状 態 の 処 理 を 検 索 す る こ と
が で き た 場 合 に は 、 検 索 し た 処 理 の 後 処 理 設 定 を 取 得 す る （ ス テ ッ プ ３ ０ ３ ） 。 こ こ で は
、 具 体 的 に 、 図 ６ の Ｉ Ｄ ＝ １ の System-Fix203Aの 場 合 の 実 行 中 状 態 で あ る ダ ウ ン ロ ー ド 処
理 が 検 索 で き た も の と す る 。
【 ０ ０ ８ ６ 】
　 そ し て 、 Ｃ Ｐ Ｕ １ ０ １ は 、 検 索 し た 処 理 の 後 処 理 設 定 が 「 継 続 」 か 否 か を 判 別 し （ ス テ
ッ プ ３ ０ ４ ） 、 検 索 し た 処 理 の 後 処 理 設 定 が 「 継 続 」 で あ る 場 合 に は 、 そ の ま ま ス テ ッ プ
３ ０ １ に 戻 り 、 検 索 し た 処 理 の 後 処 理 設 定 が 「 継 続 」 で な い 場 合 に は 、 検 索 し た 処 理 の 中
断 処 理 を 実 行 し た 後 （ ス テ ッ プ ３ ０ ５ ） 、 ス テ ッ プ ３ ０ １ に 戻 る 。
【 ０ ０ ８ ７ 】
　 こ こ で は 、 検 索 し た 実 行 中 の 処 理 が ダ ウ ン ロ ー ド 処 理 で あ る た め 、 図 ８ の Ｉ Ｄ ＝ ３ の ダ
ウ ン ロ ー ド 処 理 の 後 処 理 設 定 が 「 中 断 」 に な っ て い る の で 、 ス テ ッ プ ３ ０ ５ の 中 断 処 理 を
実 行 す る も の と す る 。
【 ０ ０ ８ ８ 】
　 つ ま り 、 ス テ ッ プ ３ ０ ５ で は 、 ダ ウ ン ロ ー ド 処 理 の 中 断 処 理 、 例 え ば フ ァ イ ル 転 送 の 中
断 、 キ ャ ン セ ル な ど を 実 行 す る も の と す る 。 検 索 し た 処 理 の 中 断 処 理 の 実 行 が 終 了 し た ら
、 ス テ ッ プ ３ ０ １ に 戻 る 。
【 ０ ０ ８ ９ 】
　 次 に 、 Ｃ Ｐ Ｕ １ ０ １ は 、 実 行 中 状 態 の 処 理 を 検 索 す る こ と が で き な か っ た 場 合 に は 、 継
続 実 行 中 の 処 理 が 存 在 し て い る か 否 か を 確 認 し て （ ス テ ッ プ ３ ０ ６ ） 、 継 続 実 行 中 の 処 理
が 存 在 し て い る か 否 か を 判 別 す る （ ス テ ッ プ ３ ０ ７ ） 。 そ し て 、 Ｃ Ｐ Ｕ １ ０ １ は 、 継 続 実
行 中 の 処 理 が 存 在 し て い な い 場 合 に は 、 当 該 処 理 を 終 了 し 、 継 続 実 行 中 の 処 理 が 存 在 し て
い る 場 合 に は 、 ス テ ッ プ ３ ０ ６ に 戻 り 、 再 度 、 継 続 実 行 中 の 処 理 が 存 在 し て い る か 否 か を
確 認 す る （ ス テ ッ プ ３ ０ ６ ） 。
【 ０ ０ ９ ０ 】
　 こ の よ う に 、 上 記 実 施 の 形 態 １ に よ れ ば 、 情 報 処 理 提 供 装 置 で あ る 複 合 機 １ ０ ０ に お い
て 、 省 電 力 状 態 に 移 行 す る と き に ダ ウ ン ロ ー ド な ど ソ フ ト ウ ェ ア 入 力 関 連 処 理 を 開 始 す る
こ と が 可 能 と な る 。 し た が っ て 、 外 部 か ら ソ フ ト ウ ェ ア を ダ ウ ン ロ ー ド 等 す る こ と に よ っ
て 入 力 す る こ と が 可 能 な 情 報 処 理 装 置 に お い て 、 ソ フ ト ウ ェ ア を ダ ウ ン ロ ー ド 等 が 行 わ れ
る の は 、 省 電 力 状 態 へ の 移 行 時 で あ る た め 、 ダ ウ ン ロ ー ド 対 象 外 の ソ フ ト ウ ェ ア の 動 作 へ
の 影 響 を 考 慮 し て 装 置 や ネ ッ ト ワ ー ク に 過 度 の 負 担 を 掛 け る こ と な く 、 ソ フ ト ウ ェ ア を ダ
ウ ン ロ ー ド す る こ と な ど が 可 能 と な っ て い る 。 ま た 、 所 定 の タ イ ミ ン グ で ソ フ ト ウ ェ ア の
ダ ウ ン ロ ー ド な ど を 行 う よ う に 設 定 す る ス ケ ジ ュ ー リ ン グ 機 能 な ど も 持 つ 必 要 が な く な る
。
【 ０ ０ ９ １ 】
　 ま た 、 本 実 施 の 形 態 で は 、 入 力 関 連 処 理 設 定 テ ー ブ ル の 後 処 理 設 定 に 基 づ い て 復 帰 要 求
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が あ っ た と き に 後 処 理 を 実 行 し て い た が 、 入 力 関 連 処 理 設 定 テ ー ブ ル の 後 処 理 設 定 を 設 定
す る 手 段 を 備 え る よ う に し て も よ い 。 ま た 、 後 処 理 設 定 値 の デ フ ォ ル ト 値 を 設 定 す る 手 段
も 提 供 す る よ う に し て も よ い 。 装 置 の 管 理 者 や ユ ー ザ の ポ リ シ ー に よ っ て 、 省 電 力 状 態 か
ら の 復 帰 要 求 が あ る と き の 後 処 理 は 変 わ っ て く る も の で あ り 、 こ れ に よ り 柔 軟 に 対 応 す る
こ と が 可 能 に な る 。
【 ０ ０ ９ ２ 】
　 ま た 、 本 実 施 の 形 態 に お い て は 、 ソ フ ト ウ ェ ア 入 力 に 対 す る 同 意 の 処 理 を 装 置 の 図 示 し
な い 操 作 パ ネ ル 上 で 行 な う よ う に し て い た が 、 図 １ に 示 す パ ー ソ ナ ル コ ン ピ ュ ー タ （ Ｐ Ｃ
） ２ ０ ０ の よ う に 、 リ モ ー ト サ イ ト の パ ー ソ ナ ル コ ン ピ ュ ー タ （ Ｐ Ｃ ） ２ ０ ０ か ら 管 理 者
に 同 意 し て も ら う よ う に し て も よ い 。 例 え ば 、 リ モ ー ト の 管 理 者 に 対 し て 同 意 を 求 め る 旨
を 記 載 し た 電 子 メ ー ル を 送 信 し 、 リ モ ー ト の 管 理 者 が 返 信 す る 電 子 メ ー ル か ら 同 意 結 果 を
判 断 す る こ と で 同 意 処 理 と す る 。 こ れ に よ り 、 Ｓ Ｏ Ｈ Ｏ な ど 管 理 者 が 不 在 の 装 置 に 対 し て
も 、 リ モ ー ト か ら 管 理 者 が 適 切 に ソ フ ト ウ ェ ア 入 力 の 同 意 を す る こ と が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ９ ３ 】
　 ま た 、 本 実 施 の 形 態 に お い て は 、 ソ フ ト ウ ェ ア は ネ ッ ト ワ ー ク 経 由 で ダ ウ ン ロ ー ド す る
こ と に し て い る が 、 Ｃ Ｄ － Ｒ Ｏ Ｍ や Ｄ Ｖ Ｄ － Ｒ Ｏ Ｍ な ど の メ デ ィ ア か ら 読 取 る こ と で 、 ソ
フ ト ウ ェ ア は 装 置 に 入 力 す る よ う に し て も よ い 。
【 ０ ０ ９ ４ 】
　 ま た 、 本 実 施 の 形 態 に お い て は 、 図 １ の 管 理 サ ー バ ３ ０ ０ か ら ソ フ ト ウ ェ ア を ダ ウ ン ロ
ー ド す る よ う に し て い た が 、 複 数 の サ ー バ か ら ダ ウ ン ロ ー ド す る よ う に し て も 問 題 は な い
。
【 ０ ０ ９ ５ 】
　 ま た 、 本 実 施 の 形 態 に お い て は 、 ダ ウ ン ロ ー ド 処 理 な ど ソ フ ト ウ ェ ア 入 力 関 連 処 理 を 省
電 力 状 態 に 移 行 す る と き に 開 始 し て い た が 、 省 電 力 状 態 に 移 行 す る と き に 加 え 、 通 常 の 稼
働 状 態 の と き に 、 ユ ー ザ 指 示 な ど で ソ フ ト ウ ェ ア 入 力 関 連 処 理 を 開 始 す る よ う に し て も よ
い 。
【 ０ ０ ９ ６ 】
　 ま た 、 本 実 施 の 形 態 に お い て は 、 ダ ウ ン ロ ー ド 処 理 中 に 省 電 力 状 態 か ら の 復 帰 要 求 が あ
っ た 場 合 に は 、 ダ ウ ン ロ ー ド 処 理 を 中 断 す る よ う に し て い た が 、 ダ ウ ン ロ ー ド 処 理 が 継 続
し 完 了 し て か ら 復 帰 す る よ う に し て も よ い 。 ま た 中 断 す る か 継 続 す る か を 選 択 で き る よ う
に し て も よ い 。 こ れ は 、 ダ ウ ン ロ ー ド 処 理 だ け で な く 、 同 意 処 理 や イ ン ス ト ー ル 処 理 な ど
も 同 様 で あ る 。 ま た 、 ソ フ ト ウ ェ ア 入 力 関 連 処 理 と し て 、 ダ ウ ン ロ ー ド と イ ン ス ト ー ル を
セ ッ ト で 一 つ の 処 理 と 捉 え て も よ い 。 但 し 、 こ の 処 理 が 実 行 中 に 省 電 力 状 態 か ら の 復 帰 要
求 が あ っ た 場 合 に は 、 ダ ウ ン ロ ー ド ま で は 実 行 し 、 イ ン ス ト ー ル は 実 行 し な い よ う に し て
も よ い 。
【 ０ ０ ９ ７ 】
　 ま た 、 本 実 施 の 形 態 に お い て は 、 省 電 力 状 態 と し て 、 Ｈ Ｄ Ｄ な ど 不 揮 発 性 記 憶 装 置 へ の
退 避 を 伴 う ハ イ バ ネ ー シ ョ ン 状 態 へ 移 行 す る よ う に し て い た が 、 メ モ リ な ど 揮 発 性 記 憶 装
置 へ の 退 避 を 伴 う サ ス ペ ン ド 状 態 へ 移 行 す る よ う に し て も よ い 。
【 ０ ０ ９ ８ 】
　 ま た 、 本 実 施 例 に お い て は 、 省 電 力 状 態 と し て 、 Ｈ Ｄ Ｄ な ど 不 揮 発 性 記 憶 装 置 へ の 退 避
を 伴 う ハ イ バ ネ ー シ ョ ン 状 態 へ 移 行 す る よ う に し て い た が 、 単 に Ｃ Ｐ Ｕ ク ロ ッ ク の 周 波 数
低 減 な ど を 行 な う ス リ ー プ 状 態 へ 移 行 す る よ う に し て も よ い 。
【 ０ ０ ９ ９ 】
　 ま た 、 本 実 施 の 形 態 に お い て は 、 入 力 関 連 処 理 設 定 テ ー ブ ル に よ り 装 置 単 位 で 共 通 の 後
処 理 設 定 を 管 理 し て い た が 、 ソ フ ト ウ ェ ア 情 報 管 理 テ ー ブ ル を 拡 張 し 、 各 ソ フ ト ウ ェ ア 毎
に 、 各 入 力 関 連 処 理 の 後 処 理 の 設 定 を 管 理 す る よ う に し て も よ い 。 こ れ に よ り 、 装 置 の 管
理 者 は よ り 柔 軟 に 管 理 す る こ と が 可 能 に な る 。
【 ０ １ ０ ０ 】
　 ま た 、 本 実 施 の 形 態 に お い て は 、 省 電 力 状 態 に 移 行 す る と き に 、 イ ン ス ト ー ル 処 理 ま で
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の ソ フ ト ウ ェ ア 入 力 関 連 処 理 を 開 始 す る よ う に し て い た が 、 イ ン ス ト ー ル 処 理 ま で 完 了 し
た ソ フ ト ウ ェ ア に 対 し て は 、 省 電 力 状 態 か ら 復 帰 す る と き に ソ フ ト ウ ェ ア を 起 動 ( 更 新 の
場 合 は 再 起 動 ) す る よ う に し て も よ い 。 こ れ に よ り 、 ２ ４ 時 間 稼 働 の 装 置 の 場 合 で 、 電 源
Ｏ Ｆ Ｆ ／ Ｏ Ｎ を せ ず に 、 入 力 し た ソ フ ト ウ ェ ア が 使 用 可 能 に な る 。
【 ０ １ ０ １ 】
　 以 上 説 明 し た よ う に 、 本 実 施 の 形 態 に 係 る 情 報 処 理 装 置 は 、 上 記 実 施 の 形 態 か ら 明 ら か
な よ う に 、 ダ ウ ン ロ ー ド 対 象 外 の ソ フ ト ウ ェ ア の 動 作 へ の 影 響 を 考 慮 し て 装 置 に 負 担 を か
け る こ と な く 、 ま た ネ ッ ト ワ ー ク に 負 担 を か け る こ と な く 、 ソ フ ト ウ ェ ア を ダ ウ ン ロ ー ド
す る こ と が 可 能 に な る 。 即 ち 、 省 電 力 状 態 に 移 行 す る と き に ダ ウ ン ロ ー ド 関 連 の 処 理 を 開
始 す る の で 、 装 置 上 の 他 の ソ フ ト ウ ェ ア が 動 作 し て い な い の で 、 他 の ソ フ ト ウ ェ ア に も 影
響 を 与 え る こ と な く 、 装 置 に も 負 担 を か け る こ と は な く 、 ダ ウ ン ロ ー ド 関 連 処 理 以 外 に ネ
ッ ト ワ ー ク 負 荷 を か け る こ と も な い の で あ る 。 ま た 、 装 置 の 起 動 時 に ダ ウ ン ロ ー ド 関 連 の
処 理 を 開 始 す る の と は 異 な り 、 省 電 力 状 態 に 移 行 す る と き に 開 始 す れ ば 、 装 置 の 稼 働 時 間
を 確 保 す る た め や Ｔ Ｃ Ｏ 削 減 の た め に 、 電 源 Ｏ Ｎ ／ Ｏ Ｆ Ｆ を せ ず に ２ ４ 時 間 稼 動 す る 装 置
に 対 し て も 対 応 可 能 で あ る 。
【 ０ １ ０ ２ 】
　 実 施 の 形 態 ２
　 図 １ １ は こ の 発 明 の 実 施 の 形 態 ２ を 示 す も の で あ り 、 前 記 実 施 の 形 態 １ と 同 一 の 部 分 に
は 同 一 の 符 号 を 付 し て 説 明 す る と 、 こ の 実 施 の 形 態 ２ は 、 外 部 か ら ソ フ ト ウ ェ ア を 入 力 し
て 動 作 さ せ る こ と が 可 能 な 情 報 処 理 装 置 に お い て 、 省 電 力 機 能 を 提 供 し 省 電 力 関 連 の 処 理
を 制 御 を す る た め の 省 電 力 制 御 手 段 と 、 予 め 、 前 記 ソ フ ト ウ ェ ア の 入 力 関 連 処 理 に お け る
、 前 記 ソ フ ト ウ ェ ア の 実 行 フ ァ イ ル の 更 新 を 実 行 す る た め の 更 新 手 段 と 、 前 記 省 電 力 制 御
手 段 に よ っ て 省 電 力 状 態 か ら 復 帰 す る と き に 、 前 記 ソ フ ト ウ ェ ア の 入 力 関 連 処 理 に 伴 っ て
必 要 に な っ た 前 記 ソ フ ト ウ ェ ア の 再 起 動 を 開 始 す る た め の 再 起 動 手 段 と 、 を 備 え る よ う に
構 成 さ れ て い る 。
【 ０ １ ０ ３ 】
　 こ の 実 施 の 形 態 ２ に 係 る 情 報 処 理 装 置 と し て の 複 合 機 １ ０ ０ は 、 基 本 的 に 、 図 ２ に 示 す
複 合 機 １ ０ ０ と 同 様 に 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ １ ０ ４ 】
　 こ の 複 合 機 １ ０ ０ は 、 図 １ １ に 示 す よ う に 、 Ｃ Ｐ Ｕ （ Central Processing Unit ） １ ０
１ と 、 Ｒ Ｏ Ｍ （ Read　 Only　 Memory） １ ０ ２ と 、 Ｒ Ａ Ｍ （ Random Access Memory） １ ０ ３
と 、 ハ ー ド デ ィ ス ク １ ０ ４ と 、 制 御 部 １ ０ ５ と 、 印 刷 部 １ ０ ６ と 、 ス キ ャ ナ 部 ６ と 、 操 作
表 示 パ ネ ル ８ と 、 シ ス テ ム 時 計 １ ０ ７ と 、 画 像 処 理 部 １ ０ ８ と 、 ソ フ ト ウ ェ ア 制 御 部 １ ０
９ と 、 ソ フ ト ウ ェ ア 管 理 部 １ １ ０ と 、 同 意 制 御 部 １ １ １ と 、 省 電 力 制 御 部 １ １ ２ と 、 Ｉ ／
Ｆ （ 外 部 イ ン タ ー フ ェ ー ス ） 部 １ １ ３ と を 備 え る よ う に 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ １ ０ ５ 】
　 上 記 ソ フ ト ウ ェ ア 制 御 部 １ ０ ９ は 、 予 め 、 ソ フ ト ウ ェ ア の 入 力 関 連 処 理 に お け る 、 前 記
ソ フ ト ウ ェ ア の 実 行 フ ァ イ ル の 更 新 を 実 行 す る た め の 更 新 手 段 と し て の 機 能 と 、 前 記 省 電
力 制 御 手 段 １ １ ２ に よ っ て 省 電 力 状 態 か ら 復 帰 す る と き に 、 前 記 ソ フ ト ウ ェ ア の 入 力 関 連
処 理 に 伴 っ て 必 要 に な っ た 前 記 ソ フ ト ウ ェ ア の 再 起 動 を 開 始 す る た め の 再 起 動 手 段 と し て
の 機 能 を 兼 ね 備 え て い る 。
【 ０ １ ０ ６ 】
　 こ こ で 、 図 １ ２ に ソ フ ト ウ ェ ア 情 報 管 理 テ ー ブ ル の 例 を 示 す も の で あ る 。 こ の ソ フ ト ウ
ェ ア 情 報 管 理 テ ー ブ ル は 、 ダ ウ ン ロ ー ド し て イ ン ス ト ー ル す る 各 ソ フ ト ウ ェ ア の 情 報 を 管
理 す る た め の テ ー ブ ル で あ る 。
【 ０ １ ０ ７ 】
　 な お 、 前 述 し た 実 施 の 形 態 １ と 異 な り 、 図 １ ２ の Ｉ Ｄ ＝ １ の System-Fix203Aは 、 ダ ウ ン
ロ ー ド 及 び イ ン ス ト ー ル が 完 了 し て い る が 、 当 該 ソ フ ト ウ ェ ア の 再 起 動 は 、 ま だ 完 了 し て
い な い 状 態 を 示 し て い る 。
【 ０ １ ０ ８ 】
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　 図 １ ２ の Ｉ Ｄ は 管 理 上 の Ｉ Ｄ を 示 し 、 ソ フ ト ウ ェ ア 名 称 は ソ フ ト ウ ェ ア の 名 称 を 示 し 、
バ ー ジ ョ ン は ソ フ ト ウ ェ ア の バ ー ジ ョ ン を 示 し 、 同 意 は 同 意 処 理 の 状 態 を 示 し 、 ダ ウ ン ロ
ー ド は ダ ウ ン ロ ー ド 処 理 の 状 態 を 示 し 、 イ ン ス ト ー ル は イ ン ス ト ー ル 処 理 の 状 態 を 示 し 、
再 起 動 は 再 起 動 処 理 の 状 態 を 示 し 、 サ イ ズ は ソ フ ト ウ ェ ア の サ イ ズ を 表 す 属 性 を 示 し 、 提
供 元 は ソ フ ト ウ ェ ア の 提 供 元 を 表 す 属 性 を 示 し 、 リ リ ー ス 日 は ソ フ ト ウ ェ ア の リ リ ー ス 日
を 表 す 属 性 を 示 し 、 依 存 ソ フ ト ウ ェ ア は ソ フ ト ウ ェ ア が 動 作 す る た め に 依 存 し て い る ソ フ
ト ウ ェ ア を 表 す 属 性 を 示 し 、 依 存 バ ー ジ ョ ン は 依 存 ソ フ ト ウ ェ ア の バ ー ジ ョ ン を 示 し 、 場
所 は ソ フ ト ウ ェ ア を 取 得 す る た め の 場 所 を 示 し て い る 。
【 ０ １ ０ ９ 】
　 こ の ソ フ ト ウ ェ ア 情 報 管 理 テ ー ブ ル に よ り 、 ソ フ ト ウ ェ ア の ダ ウ ン ロ ー ド な ど の 各 入 力
関 連 処 理 の 状 態 を 管 理 す る こ と も で き る の で あ る 。
【 ０ １ １ ０ 】
　 次 に 、 図 １ ３ に 従 い 、 本 実 施 の 形 態 ２ に お け る 情 報 処 理 装 置 の 処 理 フ ロ ー の 例 を 説 明 す
る 。 本 実 施 の 形 態 ２ に お い て は 、 上 述 し た よ う に 、 予 め 外 部 か ら ソ フ ト ウ ェ ア を ダ ウ ン ロ
ー ド 、 及 び イ ン ス ト ー ル し て 、 実 行 フ ァ イ ル の 更 新 ま で 実 行 し て お く も の と す る 。
【 ０ １ １ １ 】
　 ま ず 最 初 に 、 Ｃ Ｐ Ｕ １ ０ １ は 、 省 電 力 状 態 か ら 復 帰 す る タ イ ミ ン グ を 待 つ （ ス テ ッ プ ４
０ １ ） 。 次 に 、 Ｃ Ｐ Ｕ １ ０ １ は 、 省 電 力 状 態 か ら 復 帰 す る タ イ ミ ン グ に な っ た か 否 か を 判
別 し （ ス テ ッ プ ４ ０ ２ ） 、 省 電 力 状 態 か ら 復 帰 す る タ イ ミ ン グ に な っ た 場 合 に は 、 再 起 動
す る ソ フ ト ウ ェ ア を 決 定 す る （ ス テ ッ プ ４ ０ ３ ） 。 な お 、 省 電 力 状 態 か ら 復 帰 す る タ イ ミ
ン グ に な っ て い な い 場 合 に は 、 ス テ ッ プ ４ ０ １ に 戻 る 。
【 ０ １ １ ２ 】
　 省 電 力 機 能 に つ い て は 、 前 述 し た 実 施 の 形 態 １ と 同 様 に 、 最 近 の パ ー ソ ナ ル コ ン ピ ュ ー
タ （ Ｐ Ｃ ） 上 の Ｗ ｉ ｎ ｄ ｏ ｗ ｓ （ 登 録 商 標 ） や Ｕ ｎ ｉ ｘ （ 登 録 商 標 ） な ど の Ｏ Ｓ （ Operat
ingSystem ） に は 、 一 般 的 に Ａ Ｐ Ｍ （ Advanced Power Management ） や Ａ Ｃ Ｐ Ｉ （ Aavanc
ed　 Configuration 　 and 　 Power 　 Interface ） と 言 っ た 規 格 に 準 拠 し た 省 電 力 機 能 が
実 装 さ れ て い る （ Ａ Ｐ Ｍ の 詳 細 に つ い て は Advanced Power Management BIOS Inteeface S
pecification　 Revision　 1.2 　 Febmary 　 1996、 Ａ Ｃ Ｐ Ｉ の 詳 細 に つ い て は Aavanced C
onfiguration　 and 　 Power 　 Interface 　 Specification 　 Revision　 2.0a　 March 　
31. 　 2002な ど を 参 照 ） 。 こ の 実 施 の 形 態 で は 、 Ｕ ｎ ｉ ｘ （ 登 録 商 標 ） Ｏ Ｓ 上 で の Ａ Ｃ Ｐ
Ｉ の 省 電 力 機 能 が 実 装 さ れ た 複 合 機 １ ０ ０ に お い て 、 例 え ば Ｕ ｎ ｉ ｘ （ 登 録 商 標 ） Ｏ Ｓ 上
で の Ａ Ｃ Ｐ Ｉ の 省 電 力 機 能 の 省 電 力 状 態 か ら の 復 帰 タ イ ミ ン グ が く る も の と す る 。
【 ０ １ １ ３ 】
　 Ｕ ｎ ｉ ｘ （ 登 録 商 標 ） Ｏ Ｓ 上 で の Ａ Ｃ Ｐ Ｉ の 省 電 力 機 能 は 、 Ｏ Ｓ の カ ー ネ ル 及 び acpia 
（ Ａ Ｃ Ｐ Ｉ の デ ー モ ン ） な ど で 実 装 さ れ て い る （ ａ ｃ ｐ ｉ ｄ の 詳 細 に つ い て は 、 Http://a
cpid.sourcefbrge.net/ な ど を 参 照 ） 。 省 電 力 機 能 を コ ン ト ロ ー ル す る デ ー モ ン acpia で
は 、 省 電 力 状 態 に 遷 移 さ せ る event と 、 そ の event に 応 じ た actionを 紐 付 け す る こ と が で
き る 。 acpia を イ ン ス ト ー ル す る と 、 /etc/acpi/eventsと /etc/acpj/actionと い う デ ィ レ
ク ト リ が 作 成 さ れ る 。 /etc/acpi/eventsな る デ ィ レ ク ト リ に は 、 event の 定 義 と そ の even
t が 来 た 時 の action内 容 を 記 述 し た ス ク リ プ ト ヘ の pathを 記 述 し た ス ク リ プ ト を 用 意 す る
こ と が で き る 。 /etc/acpi/actionな る デ ィ レ ク ト リ に は 、 action内 容 を 記 述 し た ス ク リ プ
ト を 用 意 す る 。 例 え ば 、 省 電 力 状 態 に 移 行 さ せ る ス ク リ プ ト と し て は 、 “ echo4>/proc/ac
pi/sleep（ 不 揮 発 性 記 憶 手 段 と し て の ハ ー ド デ ィ ス ク 駆 動 装 置 へ の 退 避 の 命 令 ） " と 記 述
を す れ ば よ い 。 /etc/acpi/eventsで は 、 電 源 ボ タ ン や キ ー ボ ー ド や マ ウ ス な ど の ハ ー ド ウ
ェ ア 操 作 に 対 す る イ ベ ン ト は 検 知 で き る が 、 別 途 タ イ マ ー の よ う な 機 構 を 起 動 し て お き 、
ハ ー ド ウ ェ ア 操 作 を 検 知 し た ら タ イ ム カ ウ ン ト を 初 期 化 す る こ と で 、 一 定 時 間 経 過 後 、 タ
イ マ ー に よ る タ イ ム ア ウ ト 時 の 処 理 と し て 、 “ echo4>/proc/acpi/sleep（ ハ ー ド デ ィ ス ク
駆 動 装 置 へ の 退 避 の 命 令 ） " を 実 行 す れ ば 、 一 定 時 間 経 過 後 の 省 電 力 状 態 へ の 移 行 も 実 現
す る こ と が 可 能 で あ る 。
【 ０ １ １ ４ 】
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　 ま た 、 省 電 力 状 態 か ら の 復 帰 時 に は 、 ス ク リ プ ト 内 の “ echo4>/proc/acpi/sleep" の 次
の 行 に 制 御 が 戻 っ て く る の で 、 そ こ に 本 実 施 の 形 態 ２ で 設 定 さ れ て い る ソ フ ト ウ ェ ア の 再
起 動 な ど 、 省 電 力 状 態 か ら 復 帰 す る と き に 実 行 し た い 処 理 を 記 述 し て お け ば よ い 。
【 ０ １ １ ５ 】
　 次 に 、 Ｃ Ｐ Ｕ １ ０ １ は 、 再 起 動 す る ソ フ ト ウ ェ ア を 決 定 す る （ ス テ ッ プ ４ ０ ３ ） 。 再 起
動 す る ソ フ ト ウ ェ ア を 決 定 す る 処 理 に つ い て は 、 後 述 す る 。 Ｃ Ｐ Ｕ １ ０ １ は 、 再 起 動 す る
ソ フ ト ウ ェ ア は 決 定 し た か 否 か を 判 別 し （ ス テ ッ プ ４ ０ ４ ） 、 再 起 動 す る ソ フ ト ウ ェ ア を
決 定 し た 場 合 に は 、 決 定 し た ソ フ ト ウ ェ ア を 再 移 動 す る （ ス テ ッ プ ４ ０ ５ ） 。 な お 、 再 起
動 す る ソ フ ト ウ ェ ア を 決 定 で き な か っ た 場 合 に は 、 ス テ ッ プ ４ ０ ９ に 進 む 。
【 ０ １ １ ６ 】
　 具 体 的 に は 、 図 １ ２ の Ｉ Ｄ ＝ １ の System-Fix203Aが 再 起 動 す る ソ フ ト ウ ェ ア と し て 決 定
さ れ る も の と す る 。
【 ０ １ １ ７ 】
　 こ こ で は 、 省 電 力 状 態 の 復 帰 時 に ソ フ ト ウ ェ ア を 再 起 動 す る 方 法 に つ い て は 、 先 述 し た
Ａ Ｃ Ｐ Ｉ の 機 能 を 使 用 す る こ と で 実 現 す る こ と と す る 。 こ れ は あ く ま で 、 例 で あ り 、 他 の
方 法 を 採 用 し て も 構 わ な い 。 と も か く こ こ で は 、 省 電 力 状 態 か ら 復 帰 す る と き に ソ フ ト ウ
ェ ア を 再 起 動 す る た め の コ マ ン ド な ど を 、 予 め 復 帰 時 に 制 御 が 戻 る ス ク リ プ ト 上 で 記 述 し
て お き 、 ソ フ ト ウ ェ ア を 再 起 動 す る こ と に す る 。 具 体 的 に は 、 図 １ ２ の Ｉ Ｄ ＝ １ の System
-Fix203Aの 再 起 動 が 開 始 さ れ た ら 、 再 起 動 の 状 態 を 「 実 行 中 」 に 変 更 し 、 再 起 動 が 完 了 し
た ら 再 起 動 の 状 態 を 「 完 了 」 に 変 更 す る 。
【 ０ １ １ ８ 】
　 次 に 、 Ｃ Ｐ Ｕ １ ０ １ は 、 省 電 力 状 態 へ の 移 行 要 求 が あ る か 否 か を 判 別 し （ ス テ ッ プ ４ ０
６ ） 、 省 電 力 状 態 へ の 移 行 要 求 が な い 場 合 に は 、 ソ フ ト ウ ェ ア の 再 起 動 処 理 は 正 常 に 終 了
し た か 否 か を 判 別 す る （ ス テ ッ プ ４ ０ ７ ） 。
【 ０ １ １ ９ 】
　 再 起 動 に 長 時 間 を 要 す る か ユ ー ザ イ ベ ン ト な ど に よ り 、 省 電 力 状 態 へ の 移 行 要 求 が あ る
場 合 は 、 ス テ ッ プ ４ １ ０ を 実 行 し 、 省 電 力 状 態 へ の 移 行 要 求 が な く 、 ま だ 他 の ソ フ ト ウ ェ
ア の 再 起 動 を 開 始 し て も よ い 場 合 は 、 ス テ ッ プ ４ ０ ３ に 戻 り 、 他 の ソ フ ト ウ ェ ア の 再 起 動
を 開 始 し て は い け な い 場 合 は 、 ス テ ッ プ ４ ０ ９ を 実 行 す る 。
【 ０ １ ２ ０ 】
　 こ こ で 、 他 の ソ フ ト ウ ェ ア の 再 起 動 を 開 始 し て よ い か ど う か の 判 断 は 、 例 え ば 、 装 置 内
で 限 界 時 間 を 設 定 し て お き 、 ス テ ッ プ ４ ０ １ か ら こ こ ま で の 時 間 が 限 界 時 間 を 越 え て い る
か ど う か で 他 の ソ フ ト ウ ェ ア の 再 起 動 を 開 始 し て よ い か ど う か を 判 断 す れ ば よ い 。 他 に も
装 置 内 で 再 起 動 し て よ い ソ フ ト ウ ェ ア の 数 を 設 定 値 と し て 保 持 し 、 設 定 値 を 越 え て い る か
ど う か で 判 断 す る な ど の 方 法 も あ る 。 次 に ス テ ッ プ ４ ０ ９ で は 、 省 電 力 状 態 か ら の 復 帰 に
伴 う 他 の 処 理 を 実 行 す る 。
【 ０ １ ２ １ 】
　 そ し て 、 ソ フ ト ウ ェ ア の 再 起 動 処 理 が 正 常 に 終 了 し た 場 合 に は 、 他 の ソ フ ト ウ ェ ア の 再
起 動 を 開 始 し て 良 い か 否 か を 判 別 し （ ス テ ッ プ ４ ０ ８ ） 、 他 の ソ フ ト ウ ェ ア の 再 起 動 を 開
始 し て 良 い 場 合 に は 、 ス テ ッ プ ４ ０ ３ に 戻 る 。 ま た 、 他 の ソ フ ト ウ ェ ア の 再 起 動 を 開 始 し
て 良 く な い 場 合 に は 、 省 電 力 状 態 か ら の 復 帰 に 伴 う 他 の 処 理 を 実 行 し て （ ス テ ッ プ ４ ０ ９
） 、 当 該 処 理 を 終 了 す る 。
【 ０ １ ２ ２ 】
　 こ こ で は 、 Ａ Ｃ Ｐ Ｉ の 省 電 力 機 能 を 使 用 す る こ と で 、 省 電 力 状 態 か ら の 復 帰 時 す る 処 理
で ま だ 実 施 し て い な い 処 理 や 、 ダ ウ ン ロ ー ド し た ソ フ ト ウ ェ ア と は 関 係 な い 、 シ ス テ ム の
ソ フ ト ウ ェ ア や 他 の ア プ リ ケ ー シ ョ ン ソ フ ト ウ ェ ア に 関 連 す る 復 帰 の 処 理 な ど を 実 行 す る
。
【 ０ １ ２ ３ 】
　 一 方 、 ス テ ッ プ ４ １ ０ で は 、 ソ フ ト ウ ェ ア の 再 起 動 処 理 を 中 断 す る 。 中 断 の 方 法 は 再 起
動 処 理 の プ ロ セ ス に 実 行 の 中 止 を 指 示 す る シ グ ナ ル を 送 信 す る な ど 、 様 々 な 方 法 が あ る が
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、 特 に 限 定 は し な い 。 ソ フ ト ウ ェ ア の 再 起 動 処 理 の 中 断 が 終 了 し た ら 、 ス テ ッ プ ４ １ １ を
実 行 す る 。 ス テ ッ プ ４ １ １ で は 、 省 電 力 状 態 に 移 行 す る 処 理 を 実 行 す る 。 こ こ で は 、 Ａ Ｃ
Ｐ Ｉ の 省 電 力 機 能 を 使 用 す る こ と に す る 。 省 電 力 状 態 に 移 行 す る 処 理 が 終 了 し た ら 、 ス テ
ッ プ ４ ０ １ に 戻 る 。
【 ０ １ ２ ４ 】
　 次 に 、 図 １ ４ に 従 い 、 本 実 施 の 形 態 ２ に お け る 情 報 処 理 装 置 と し て の 複 合 機 の 再 起 動 す
る ソ フ ト ウ ェ ア を 決 定 す る 処 理 フ ロ ー の 例 を 説 明 す る 。
【 ０ １ ２ ５ 】
　 ま ず 最 初 に 、 Ｃ Ｐ Ｕ １ ０ １ は 、 図 １ ４ に 示 す よ う に 、 図 １ ２ の ソ フ ト ウ ェ ア 情 報 管 理 テ
ー ブ ル 上 で 、 再 起 動 が 未 完 了 状 態 の 処 理 を 検 索 す る （ ス テ ッ プ ５ ０ １ 、 ５ ０ ２ ） 。 そ し て
、 未 完 了 状 態 の エ ン ト リ が 検 索 で き な け れ ば 処 理 を 終 了 す る 。 未 完 了 状 態 の エ ン ト リ を 検
索 で き 、 検 索 し た エ ン ト リ の イ ン ス ト ー ル が 完 了 状 態 の 場 合 は 、 ス テ ツ プ ５ ０ ４ を 実 行 し
、 検 索 し た エ ン ト リ の イ ン ス ト ー ル が 不 要 で 、 か つ 、 ダ ウ ン ロ ー ド が 完 了 状 態 の 場 合 は 、
ス テ ッ プ ５ ０ ５ を 実 行 し 、 検 索 し た エ ン ト リ の イ ン ス ト ー ル も ダ ウ ン ロ ー ド も 完 了 状 態 で
な く 、 最 後 の エ ン ト リ で あ れ ば 処 理 を 終 了 し 、 最 後 の エ ン ト リ で な け れ ば ス テ ツ プ ５ ０ １
に 戻 る 。
【 ０ １ ２ ６ 】
　 ス テ ツ プ ５ ０ ６ で は 、 検 索 で き た ソ フ ト ウ ェ ア を 再 起 動 す る ソ フ ト ウ ェ ア に 決 定 し 、 処
理 を 終 了 す る 。 ス テ ッ プ ５ ０ ７ で は 、 検 索 で き た ソ フ ト ウ ェ ア を 再 起 動 す る ソ フ ト ウ ェ ア
に 決 定 し 、 処 理 を 終 了 す る 。 こ こ で は 、 図 １ ２ の Ｉ Ｄ ＝ １ の System-Fix203Aが 、 再 起 動 が
未 完 了 状 態 で あ り か つ イ ン ス ト ー ル が 完 了 状 態 で あ る の で 、 再 起 動 す る ソ フ ト ウ ェ ア と し
て 決 定 さ れ る も の と す る 。
【 ０ １ ２ ７ 】
　 こ の よ う に 、 上 記 実 施 の 形 態 ２ に よ れ ば 、 情 報 処 理 提 供 装 置 で あ る 複 合 機 １ ０ ０ が 、 省
電 力 状 態 か ら 復 帰 す る と き に 、 予 め ダ ウ ン ロ ー ド し て お い た ソ フ ト ウ ェ ア の 再 起 動 を 開 始
す る こ と が 可 能 に な る 。 し た が っ て 、 こ の 実 施 の 形 態 ２ に よ れ ば 、 ネ ッ ト ワ ー ク を 経 由 す
る な ど し て 、 外 部 か ら ソ フ ト ウ ェ ア を ダ ウ ン ロ ー ド 等 す る こ と に よ っ て 入 力 す る こ と が 可
能 な 情 報 処 理 装 置 に お い て 、 ダ ウ ン ロ ー ド 対 象 外 の ソ フ ト ウ ェ ア の 動 作 へ の 影 響 を 考 慮 し
て 装 置 や ネ ッ ト ワ ー ク に 過 度 の 負 担 を 掛 け る こ と な く 、 ダ ウ ン ロ ー ド し た ソ フ ト ウ ェ ア の
再 起 動 処 理 を 含 む ダ ウ ン ロ ー ド 関 連 処 理 を 実 行 す る こ と が 可 能 と な る 。
【 ０ １ ２ ８ 】
　 ま た 、 本 実 施 の 形 態 ２ に お い て は 、 ダ ウ ン ロ ー ド し て お い た ソ フ ト ウ ェ ア の 再 起 動 を 省
電 力 状 態 か ら 復 帰 す る と き に 実 行 し て い た が 、 電 源 を 起 動 す る と き に も 、 ダ ウ ン ロ ー ド 済
の ソ フ ト ウ ェ ア の 再 起 動 を 実 行 す る よ う に し て も よ い 。
【 ０ １ ２ ９ 】
　 ま た 、 本 実 施 の 形 態 ２ に お い て は 、 再 起 動 す る ソ フ ト ウ ェ ア を 予 め ダ ウ ン ロ ー ド ま た は
イ ン ス ト ー ル し て 、 実 行 フ ァ イ ル を 更 新 し て お く こ と に し て い た が 、 実 行 フ ァ イ ル の 更 新
タ イ ミ ン グ と し て は 、 省 電 力 状 態 に 移 行 す る と き に 実 施 す る よ う に し て も よ い 。
【 ０ １ ３ ０ 】
　 ま た 、 本 実 施 の 形 態 ２ に お い て は 、 再 起 動 す る ソ フ ト ウ ェ ア を 予 め ダ ウ ン ロ ー ド ま た は
イ ン ス ト ー ル し て 、 実 行 フ ァ イ ル を 更 新 し て お く こ と に し て い た が 、 実 行 フ ァ イ ル の 更 新
タ イ ミ ン グ と し て は 、 自 装 置 が シ ャ ッ ト ダ ウ ン ま た は 終 了 す る と き に 実 施 す る よ う に し て
も よ い 。
【 ０ １ ３ １ 】
　 ま た 、 本 実 施 の 形 態 ２ に お い て は 、 再 起 動 す る ソ フ ト ウ ェ ア を 予 め ダ ウ ン ロ ー ド ま た は
イ ン ス ト ー ル し て 、 実 行 フ ァ イ ル を 更 新 し て お く こ と に し て い た が 、 実 行 フ ァ イ ル の 更 新
タ イ ミ ン グ と し て は 、 更 新 前 の ソ フ ト ウ ェ ア の 実 行 が 終 了 す る と き に 実 施 す る よ う に し て
も よ い 。
【 ０ １ ３ ２ 】
　 ま た 、 本 実 施 の 形 態 ２ に お い て は 、 再 起 動 す る ソ フ ト ウ ェ ア を 予 め ダ ウ ン ロ ー ド ま た は
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イ ン ス ト ー ル し て 、 実 行 フ ァ イ ル を 更 新 し て お く こ と に し て い た が 、 実 行 フ ァ イ ル の 更 新
タ イ ミ ン グ と し て は 、 更 新 前 の ソ フ ト ウ ェ ア ま た は 自 装 置 で 、 障 害 ま た は エ ラ ー ま た は 警
告 の イ ベ ン ト が 発 生 し た と き に 実 施 す る よ う に し て も よ い 。
【 ０ １ ３ ３ 】
　 ま た 、 本 実 施 の 形 態 ２ に お い て は 、 再 起 動 す る ソ フ ト ウ ェ ア を 予 め ダ ウ ン ロ ー ド ま た は
イ ン ス ト ー ル し て 、 実 行 フ ァ イ ル を 更 新 し て お く こ と に し て い た が 、 実 行 フ ァ イ ル の 更 新
タ イ ミ ン グ と し て は 、 ネ ッ ト ワ ー ク 経 由 で 外 部 の サ ー バ や 他 の 装 置 か ら な ど 、 外 部 か ら の
ソ フ ト ウ ェ ア の 更 新 要 求 が あ っ た と き に 実 施 す る よ う に し て も よ い 。
【 ０ １ ３ ４ 】
　 ま た 、 本 実 施 の 形 態 ２ に お い て は 、 再 起 動 す る ソ フ ト ウ ェ ア を 予 め ダ ウ ン ロ ー ド ま た は
イ ン ス ト ー ル し て 、 実 行 フ ァ イ ル を 更 新 し て お く こ と に し て い た が 、 実 行 フ ァ イ ル の 更 新
タ イ ミ ン グ と し て は 、 操 作 表 示 パ ネ ル な ど の ユ ー ザ イ ン タ フ ェ ー ス を 介 し て な ど 、 ユ ー ザ
か ら の 更 新 指 示 が あ っ た と き に 実 施 す る よ う に し て も よ い 。
【 ０ １ ３ ５ 】
　 ま た 、 本 実 施 の 形 態 ２ に お い て は 、 再 起 動 す る ソ フ ト ウ ェ ア を 予 め ダ ウ ン ロ ー ド ま た は
イ ン ス ト ー ル し て 、 実 行 フ ァ イ ル を 更 新 し て お く こ と に し て い た が 、 実 行 フ ァ イ ル の 更 新
タ イ ミ ン グ と し て は 、 ス ケ ジ ュ ー ル 機 能 に よ る ス ケ ジ ュ ー ル 実 行 に 基 づ い て 実 施 す る よ う
に し て も よ い 。
【 ０ １ ３ ６ 】
　 ま た 、 本 実 施 の 形 態 ２ に お い て は 、 再 起 動 す る ソ フ ト ウ ェ ア を 予 め ダ ウ ン ロ ー ド ま た は
イ ン ス ト ー ル し て 、 実 行 フ ァ イ ル を 更 新 し て お く こ と に し て い た が 、 実 行 フ ァ イ ル の 更 新
タ イ ミ ン グ と し て は 、 す る と き に 実 施 す る よ う に し て も よ い 。
【 ０ １ ３ ７ 】
　 ま た 、 本 実 施 の 形 態 ２ に お い て は 、 ソ フ ト ウ ェ ア の 再 起 動 中 に 省 電 力 状 態 へ の 移 行 要 求
が あ っ た 場 合 に は 、 ソ フ ト ウ ェ ア の 再 起 動 を 中 断 す る よ う に し て い た が 、 中 断 す る か ら 継
続 す る か を 選 択 で き る よ う に し て も よ い 。
【 ０ １ ３ ８ 】
　 ま た 、 本 実 施 の 形 態 １ 及 び ２ に お い て は 、 省 電 力 状 態 と し て 、 Ｈ Ｄ Ｄ な ど 不 揮 発 性 記 憶
装 置 へ の 退 避 を 伴 う ハ イ バ ネ ー シ ョ ン 状 態 と し て い た が 、 メ モ リ な ど 揮 発 性 記 憶 装 置 へ の
退 避 を 伴 う サ ス ペ ン ド 状 態 を 省 電 力 状 態 と し て も よ い 。
【 ０ １ ３ ９ 】
　 ま た 、 本 実 施 １ 及 び ２ に お い て は 、 省 電 力 状 態 と し て 、 Ｈ Ｄ Ｄ な ど 不 揮 発 性 記 憶 装 置 へ
の 退 避 を 伴 う ハ イ バ ネ ー シ ョ ン 状 態 と し て い た が 、 単 に Ｃ Ｐ Ｕ ク ロ ッ ク の 周 波 数 低 減 な ど
を 行 な う ス リ ー プ 状 態 を 省 電 カ 状 態 と し て も よ い 。
【 ０ １ ４ ０ 】
　 以 上 説 明 し た よ う に 、 本 実 施 の 形 態 ２ に 係 る 情 報 処 理 装 置 で は 、 上 記 実 施 の 形 態 ２ か ら
明 ら か な よ う に 、 ダ ウ ン ロ ー ド 対 象 外 の ソ フ ト ウ ェ ア の 動 作 へ の 影 響 を 考 慮 し て 装 置 に 負
担 を か け る こ と な く 、 ダ ウ ン ロ ー ド し た ソ フ ト ウ ェ ア の 再 起 動 処 理 を 含 む ダ ウ ン ロ ー ド 関
連 処 理 を 実 行 す る こ と が 可 能 に な る 。 即 ち 、 省 電 力 状 態 か ら 復 帰 す る と き に ダ ウ ン ロ ー ド
し た ソ フ ト ウ ェ ア の 再 起 動 を 開 始 す る の で 、 装 置 上 の 他 の ソ フ ト ウ ェ ア が 動 作 し て い な い
の で 、 他 の ソ フ ト ウ ェ ア に も 影 響 を 与 え る こ と な く 、 装 置 に も 負 担 を か け る こ と は な い 。
ま た 、 装 置 の 起 動 時 に ダ ウ ン ロ ー ド し た ソ フ ト ウ ェ ア の 再 起 動 を 開 始 す る の と は 異 な り 、
省 電 力 状 態 か ら 復 帰 す る と き に 再 起 動 を 開 始 す れ ば 、 装 置 の 稼 働 時 間 を 確 保 す る た め や Ｔ
Ｃ Ｏ （ Ｔ ｏ ｔ ａ ｌ 　 Ｃ ｏ ｓ ｔ 　 ｏ ｆ 　 Ｏ ｗ ｎ ｅ ｒ ｓ ｈ ｉ ｐ ） 削 減 の た め に 、 電 源 Ｏ Ｎ ／ Ｏ
Ｆ Ｆ を せ ず に ２ ４ 時 間 稼 動 す る 装 置 に 対 し て も 対 応 可 能 で あ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ １ ４ １ 】
【 図 １ 】 図 １ は こ の 発 明 の 実 施 の 形 態 １ に 係 る 情 報 処 理 装 置 を 適 用 し た 情 報 処 理 シ ス テ ム
を 示 す シ ス テ ム 構 成 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 図 ２ は こ の 発 明 の 実 施 の 形 態 １ に 係 る 情 報 処 理 装 置 と し て の 複 合 機 を 示 す 構 成 図
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で あ る 。
【 図 ３ 】 図 ３ は ソ フ ト ウ ェ ア の 提 供 元 と し て の パ ー ソ ナ ル コ ン ピ ュ ー タ を 示 す 構 成 図 で あ
る 。
【 図 ４ 】 図 ４ は 管 理 サ ー バ を 示 す 構 成 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 図 ５ は こ の 発 明 の 実 施 の 形 態 １ に 係 る 情 報 処 理 装 置 と し て の 複 合 機 の 制 御 回 路 を
示 す ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 図 ６ は ソ フ ト ウ ェ ア 情 報 管 理 テ ー ブ ル を 示 す 図 表 で あ る 。
【 図 ７ 】 図 ７ は こ の 発 明 の 実 施 の 形 態 １ に 係 る 情 報 処 理 装 置 と し て の 複 合 機 の 動 作 を 示 す
フ ロ ー チ ャ ー ト で あ る 。
【 図 ８ 】 図 ８ は 入 力 関 連 処 理 設 定 テ ー ブ ル を 示 す 図 表 で あ る 。
【 図 ９ 】 図 ９ は こ の 発 明 の 実 施 の 形 態 １ に 係 る 情 報 処 理 装 置 と し て の 複 合 機 の ソ フ ト ウ ェ
ア 入 力 関 連 処 理 を 決 定 す る 動 作 を 示 す フ ロ ー チ ャ ー ト で あ る 。
【 図 １ ０ 】 図 １ ０ は こ の 発 明 の 実 施 の 形 態 １ に 係 る 情 報 処 理 装 置 と し て の 複 合 機 の ソ フ ト
ウ ェ ア 入 力 関 連 処 理 の 後 処 理 を 示 す フ ロ ー チ ャ ー ト で あ る 。
【 図 １ １ 】 図 １ １ は こ の 発 明 の 実 施 の 形 態 ２ に 係 る 情 報 処 理 装 置 と し て の 複 合 機 の 制 御 回
路 を 示 す ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。
【 図 １ ２ 】 図 １ ２ は ソ フ ト ウ ェ ア 情 報 管 理 テ ー ブ ル を 示 す 図 表 で あ る 。
【 図 １ ３ 】 図 １ ３ は こ の 発 明 の 実 施 の 形 態 ２ に 係 る 情 報 処 理 装 置 と し て の 複 合 機 の 動 作 を
示 す フ ロ ー チ ャ ー ト で あ る 。
【 図 １ ４ 】 図 １ ４ は こ の 発 明 の 実 施 の 形 態 ２ に 係 る 情 報 処 理 装 置 と し て の 複 合 機 の 再 起 動
す る ソ フ ト ウ ェ ア を 決 定 す る 処 理 を 示 す フ ロ ー チ ャ ー ト で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ １ ４ ２ 】
　 １ ： 情 報 処 理 シ ス テ ム 、 １ ０ ０ ： 複 合 機 （ 情 報 提 供 装 置 ） 、 ２ ０ ０ ： パ ー ソ ナ ル コ ン ピ
ュ ー タ 、 ３ ０ ０ ： サ ー バ （ 情 報 管 理 理 置 ） 。
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【 図 ３ 】

【 図 ４ 】

【 図 ５ 】

【 図 ６ 】 【 図 ７ 】
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【 図 ８ 】 【 図 ９ 】

【 図 １ ０ 】 【 図 １ １ 】
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【 図 １ ２ 】 【 図 １ ３ 】

【 図 １ ４ 】
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